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 発
行

２歳おめでとう。
元気にのびのび
大きくなあれ！

お父さん（杉本 真慈さん）から一言

わんぱくわんぱく

小さなお子さんの登場をお待ちしています。
ご希望の方は総務課までご連絡ください。

おなまえ

莉 歩ちゃん（2歳）
り　　　ほ 川原

8,180人男性 8,683人女性

●世帯数 6,521世帯（＋11）
●人口 16,863人（－20）

3月末現在 （　）内は前月比・3月届出分
人口のうごき

今
月
の
オ
ス
ス
メ
情
報

編
集
後
記

編
集
後
記

かみごおりっ子かみごおりっ子

編
集
・
発
行

上
郡
町
役
場
広
報
委
員
会

TEL. 52-1111
FAX. 52-5172

※
広
報
か
み
ご
お
り
は
再
生
紙
を

　
使
用
し
て
い
ま
す
。

Eメ
ー
ル
 soum

u@
tow

n.kam
igori.hyogo.jp

U
RL http://w

w
w.tow

n.kam
igori.hyogo.jp/

出生
死亡

9人
20人

転入
転出

83人
92人

町立赤松公民館問 52-４６０５

■バザー販売
圭介そば、赤飯、焼きそば

など

■イベント
圭介ライブ
（「アニメけいすけじゃ」の主題歌披露）
アマゴのつかみ取り
獅子舞・詩吟披露
餅まき　など

■日時５月４日（金・祝）
いきいき交流ふるさと館周辺
（岩木丙 445）

■場所

圭介まつり
10時～14時 ※小雨決行

「いきいき交流ふるさと館」では、圭介に
関する資料展示やふれあい喫茶を行います。

大鳥圭介の生誕地・赤松地区で、ゴールデンウィーク
恒例の「圭介まつり」が開催されます。第4回

オススメ!!

さわやかに歴史と未来の出逢うまち

April
20124No.509

主な内容
P2

平成24年度 施政方針
P5
円心くんのまちの話題
（表紙関連記事：春の訪れを告げる梅園）
P6
平成24年度 上郡町の予算　
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３
月
15
日
、
３
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
工
藤
町
長
は
、
新
年
度
の
予
算
案
を
提
出
す

る
に
あ
た
り
「
平
成
24
年
度
施
政
方
針
」
と
し
て
、
町
政
に
対
す
る
所
信
な
ど
を
表
明
し

ま
し
た
。

　

工
藤
町
長
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
、
若
い
世
代

の
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
を
本
町
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
子
育
て
支
援

の
充
実
と
教
育
環
境
の
整
備
」「
交
流
の
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
」「
防
災
対
策
の
推
進
」

の
３
つ
を
重
点
施
策
と
し
て
示
し
、
交
流
に
満
ち
た
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
述
べ
ま
し
た
。
新
規
施
策
な
ど
平
成
24
年
度
の
主
要
施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

施
政
方
針

３つの重点施策
■施策１　子どもたちの健やかな成長を支援する子
　　　　　育て支援の充実と教育環境の整備

妊婦健診助成の増額。中学３年生までの入院医療
費の無料化。全小学校での学童保育の実施。給食セ
ンターの整備。高田幼稚園の耐震化。小中学校の普
通教室への天井型扇風機の設置など。

安心して子どもを生み、育て、学ばせることが出
来る環境を整備。

■施策２　交流の促進による地域活性化
「“川の都”かみごおり川まつり」の４年ぶりの実

施。空家登録制度の新設や貸し農園の整備。乗り合
いタクシーやコミュニティバスの運行。観光ボラン
ティアガイドの育成など。

町内外の交流を促進し、地域を活性化。

■施策３　町民の命と財産を守る防災対策の推進
千種川河川改修。ハザードマップの改訂。自治会

や自主防災組織の防災活動の支援など。
まちぐるみでの防災対策を推進。

交
流
に
満
ち
た

　
　
　
　
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

平成
24年度
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主
要
施
策
の
紹
介
（
抜
粋
）

１　

健
康
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

２　

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
、

　
　
　
　
　
　

  

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

２.「円心モロどん」ＰＲのため小学校でモロどんを無料配布
　  （写真は高田小学校）

１. 昨年、旧船坂小学校で行われた防災訓練

安
全
・
安
心
な
生
活
の
充
実

▽
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
登
下

校
時
の
子
ど
も
の
見
守
り
の

実
施
▽
消
防
団
の
機
動
力
の

向
上
を
目
指
し
た
施
設
整
備

▽
住
民
を
対
象
と
し
た
防
災

訓
練
や
防
災
教
育
の
実
施
▽

防
災
資
機
材
の
購
入
補
助
な

ど
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の

支
援
▽
地
域
に
よ
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
や
避
難
計

画
の
作
成
支
援
▽
街
路
灯
の

新
設
や
修
繕
▽
消
費
生
活
相

談
窓
口
の
充
実
・
強
化　

な
ど

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

▽
家
庭
相
談
支
援
員
な
ど
に

よ
る
要
保
護
児
童
家
庭
な
ど

へ
の
支
援
▽
一
時
保
育
事
業

を
保
育
所
で
実
施
▽
心
身
障

害
者
歯
科
診
療
事
業
や
児
童

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
療
育
事
業
の

実
施
▽
要
援
護
高
齢
者
台
帳

の
整
備
▽
「
生
き
が
い
自
立

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
な
ど

産
業
の
振
興
▽
商
工
会
法
人

部
会
や
商
工
会
青
年
部
の
活

動
を
支
援
▽
県
や
周
辺
市
町

と
連
携
し
て
の
積
極
的
な
企

業
誘
致
▽
移
動
雇
用
相
談
を

毎
月
一
回
実
施
▽
「
地
域
農

業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
地

域
ご
と
に
作
成
▽
営
農
意
欲

の
あ
る
青
年
新
規
就
農
者
の

育
成
▽
多
品
目
の
農
産
物
を

出
荷
す
る
農
家
・
生
産
者
グ

ル
ー
プ
の
育
成
を
通
じ
た
地

産
地
消
の
促
進
▽
野
生
鳥
獣

に
よ
る
農
林
業
被
害
の
軽
減

と
被
害
地
域
拡
大
防
止
の
た

め
、
捕
獲
お
よ
び
防
護
柵
設

置
を
実
施
▽
高
田
西
部
地
区

ほ
場
整
備
事
業
の
調
査
設
計

お
よ
び
集
団
化
事
業
な
ど
の

実
施
▽
取
水
施
設
な
ど
の
管

理
▽
た
め
池
な
ど
農
業
用
施

設
の
改
修
▽
緊
急
防
災
林
整

備
事
業
や
森
林
整
備
地
域
活

動
支
援
事
業
の
実
施
▽
山
野

里
地
区
の
山
林
に
お
け
る
地

籍
調
査
の
実
施　

な
ど

介
護
予
防
事
業
を
実
施
▽
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

▽
郡
高
年
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

地
域
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
支

援
▽
「
認
知
症
ケ
ア
講
座
」

や
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」、「
も
の
忘
れ
相
談
」

な
ど
認
知
症
対
策
を
実
施
▽

町
ぐ
る
み
健
診
・
各
種
が
ん

検
診
を
完
全
予
約
制
に
変
更

▽
特
定
健
康
診
査
お
よ
び
特

定
保
健
指
導
の
実
施
▽
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
予
防
接

種
の
実
施
▽
妊
婦
健
診
助
成

を
７
万
円
か
ら
９
万
円
に
増

額
▽
新
生
児
訪
問
や
乳
幼
児

健
診
、
育
児
相
談
、
療
育
相

談
な
ど
の
実
施
▽｢

上
郡
町

食
育
推
進
計
画｣

に
沿
っ
た

食
育
の
推
進
▽
中
学
３
年
生

ま
で
の
入
院
医
療
費
を
無
料

化　

な
ど

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
振
興
お
よ
び
交
流
の
促
進

▽
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
実
施
▽
「〝
川
の
都
〟
か

み
ご
お
り
川
ま
つ
り
」
を
７

月
28
日
に
開
催
▽
小
野
豆
平

家
落
人
伝
説
の
Ｐ
Ｒ
の
推
進

▽
観
光
案
内
所
の
充
実
▽
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

育
成
▽
ハ
イ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

の
作
成
お
よ
び
各
地
区
の
地

域
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
と
連
携

し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
の
実
施

▽
「
円
心
モ
ロ
ど
ん
」
を
初

め
と
す
る
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と

新
た
な
特
産
品
の
開
発
▽
純

米
酒
「
大
鳥
圭
介
」
と
備
前

焼
や
海
産
物
な
ど
を
セ
ッ
ト

に
し
た
商
品
を
販
売
▽
「
県

民
交
流
広
場
事
業
」
や
「
小

規
模
集
落
元
気
作
戦
」
な
ど
、

地
域
の
課
題
解
消
と
再
生
に

向
け
た
取
り
組
み
の
支
援
▽

空
家
登
録
制
度
の
創
設
に
よ

る
空
家
情
報
の
発
信
▽
農

業
体
験
が
で
き
る
「
貸
し
農

園
」
の
整
備　

な
ど
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３　

文
化
を
育
み
、

　
　
　
　
　

心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り

４　

元
気
と
に
ぎ
わ
い
を
生
み
だ
す
ま
ち
づ
く
り

５　

住
民
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

教
育
の
振
興
▽
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
設
計
と
建
築
工
事

を
実
施
▽
高
田
幼
稚
園
の
耐

震
補
強
工
事
を
実
施
▽
小
中

学
校
の
普
通
教
室
に
天
井
型

扇
風
機
を
設
置
▽
小
学
校
高

学
年
で
の
教
科
担
任
制
の
実

施
▽
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小

学
校
の
交
流
や
連
携
の
推
進

▽
学
習
グ
ル
ー
プ
や
自
主
的

学
習
活
動
の
支
援
▽
人
権
文

集
な
ど
啓
発
冊
子
の
作
成
、

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を

基
調
と
す
る
学
習
活
動
や
講

演
会
の
開
催
▽
地
域
住
民
の

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
参
加
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

す
る
「
学
校
支
援
地
域
本
部

都
市
基
盤
な
ど
の
整
備
▽
駅

前
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推

進　

な
ど

交
流
基
盤
の
整
備
▽
効
果

的
・
効
率
的
な
道
路
維
持
・

整
備
の
推
進
▽
大
枝
新
田
橋

の
架
け
替
え
▽
乗
合
タ
ク
シ

ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、

圏
域
バ
ス
の
運
行
▽
Ｊ
Ｒ
の

利
便
性
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
の
実
施　

な
ど

郷
土
の
保
全
▽
千
種
川
床
上

参
画
と
協
働
▽
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
な
ど
を
通
じ
た
積
極
的

な
情
報
提
供
の
推
進
▽
広
報

モ
ニ
タ
ー
制
度
を
実
施
▽
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実

施
に
よ
る
積
極
的
な
住
民
意

見
の
収
集　

な
ど

事
業
」
の
推
進
▽
「
放
課
後

子
ど
も
教
室
」
の
実
施
▽
統

合
後
の
上
郡
小
学
校
区
お
よ

び
高
田
小
学
校
区
で
学
童
保

育
を
実
施　

な
ど

歴
史
・
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
▽
県
民
芸
術
劇

場
、
親
子
で
楽
し
め
る
ク
リ

ス
マ
ス
劇
場
、
読
書
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
の
開
催
▽
11
月

に
郷
土
資
料
館
で
大
鳥
圭
介

生
誕
１
８
０
年
記
念
特
別
展

を
開
催
▽
各
地
区
公
民
館
開

催
の
歴
史
講
座
へ
学
芸
員
を

派
遣
▽
町
民
体
育
大
会
の
開

催
▽
温
水
プ
ー
ル
改
修
工
事

の
実
施　

な
ど

浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
の

推
進
▽
災
害
復
旧
な
ど
関
連

緊
急
事
業
の
事
業
用
地
と
河

川
残
土
処
分
地
の
確
保　

な

ど定
住
環
境
の
整
備
▽
千
種
川

右
岸
送
水
管
布
設
工
事
の
実

施
▽
赤
松
水
源
の
廃
止
お
よ

び
機
能
回
復
事
業
の
実
施
▽

石
戸
簡
易
水
道
統
合
整
備
事

業
の
実
施
▽
駅
前
分
区
の
管か
ん

渠き
ょ

敷
設
お
よ
び
高
田
台
分
区

行
財
政
の
効
率
的
運
営
▽
自

主
放
送
番
組
「
え
ん
し
ん
ネ

ッ
ト
」
に
有
料
広
告
を
導
入

▽
税
金
お
よ
び
徴
収
金
の
滞

納
対
策
や
町
が
所
有
す
る
未

利
用
地
の
売
却
な
ど
、
自
主

財
源
の
確
保
を
推
進　

な
ど

　

●
平
成
24
年
度
施
政
方
針
の
全
文
は
、

　
　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
　
問
企
画
財
政
課 

企
画
政
策
係

５
２・
１
１
１
２

３. 放課後子ども教室の様子

４. 愛のり号（コミュニティバス）が 2 月から運行を開始

５. えんしんネットで「アニメけいすけじゃ」を鑑賞する幼稚園児ら

の
浸
入
水
対
策
の
実
施
▽

楠
・
河
野
原
処
理
施
設
の
機

能
回
復
事
業
の
実
施
▽
循
環

型
社
会
拠
点
施
設
整
備
の
推

進
▽
ご
み
分
別
方
法
の
一
部

変
更
▽
ご
み
処
理
施
設
の
廃

止
に
向
け
た
準
備
の
推
進
▽

上
郡
霊
園
の
適
正
管
理
の
推

進
▽
役
場
お
よ
び
観
光
案
内

所
に
公
衆
無
線
Ｌラ

ン
Ａ
Ｎ
を
整

備　

な
ど
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↓シイタケの植菌作業の様子

↑傘踊りにも挑戦しました

↑漢詩の看板の前で記念撮影する参加者

平成23年度に「西播磨 花の郷」に指定された坂本梅園。
今年も約70アールの斜面に、約120本の梅が美しい花を
咲かせました。

３月18日、20日には観梅会が開かれ、町内外からたく
さんの人が訪れていました。石戸公民館から梅園までの
道のりには、大鳥圭介が好んで詠んだ「梅」にまつわる
漢詩に、意訳をつけた看板が設置されました。赤穂から
の参加者は「初めて来たのですが、詩が素敵ですね」と
笑顔で話していました。

３月10日、山野里なんでも体験隊の児童約70人が「外
国を知ろう」というテーマで、町内で働く中国人女性6人
とふれあいました。「幸せなら手をたたこう」を中国語で
歌ったり、一緒に連凧を作ったりしました。
「中国のお姉さんに教えてもらった歌詞を覚えたよ」と

笑顔で話す児童たち。凧作りでは、ひし形のセロハンに
メッセージや似顔絵などを描きました。

最後は、杵と臼を使って餅つきが行われ、交流を深め
ていました。

3月16日、平成23年度で閉園となった赤松幼稚園で最
後の修了式が行われました。平成23年度の修了児は4人。
園児らは名前を呼ばれると「ハイ」と大きな返事をして、
上林園長から修了証書を受けとっていました。

地域の方から「赤松小学校はなくなるけど、上郡小学
校でがんばってね。君たちなら大丈夫」と声をかけられ
ると「ありがとうございます！」と元気よくあいさつし、
希望に胸を膨らませていました。

３月18日、ワークハウス森林体験の森で「シイタケ・
ヒラタケ栽培教室」が開かれました。森のわくわく倶楽
部が里山林の維持や森林体験活動の普及を目的に主催し、
町内外から約60人が参加。会場には、にぎやかな作業音
が響きました。

シイタケは、原木にドリルで穴をあけ植菌。ヒラタケ
は、切り株の間に菌を塗り込んでから林内に埋めました。

町外から参加した親子は「秋の収穫が待ち遠しい」と
声を弾ませていました。

大鳥圭介の生誕地で観梅会
の訪れを告げる梅園春

山野里なんでも体験隊
国と日本の国際交流中

赤松幼稚園の修了式
顔で、ありがとう笑

シイタケ・ヒラタケ栽培教室
の収穫が楽しみ！秋

↓幼稚園での思い出をみんなの前で話しました

円心くんの

まちの話題
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平成24年度一般会計予算は、学校給食センター
の建設をはじめとする普通建設事業の増などにより、
前年度より５億4,200万円増の73億5,200万円となり
ました。
本年度は、０歳から中学３年生までの入院医療

費を無料化、妊婦健診助成の充実を図ります。また、
小中学校の各教室に天井型扇風機を設置、すべての
小学校で学童クラブ・放課後子ども教室を実施する
など、上郡町で安心して子育てができる環境づくり
に重点をおいた予算となりました。
問企画財政課 財政係 ５２－１１１２

一般会計	 73億5,200万円　
	 （対前年度比8.0%増）
特別会計	 53億3,428万円  
	 （対前年度比14.3%増）
公営企業会計	 14億5,336万円　
	 （対前年度比50.2%増）
全 会 計	 141億3,964万円　
	 （対前年度比13.6%増）

平 成 24 年 度
上 郡 町 の 予 算

安心して子育てが
できるまちへ

平
成
24
年
度

一
般
会
計
予
算
の
主
な
も
の

歳
入
の
約
３
分
の
１
を
占

め
る
町
税
は
、
年
少
扶
養
控

除
な
ど
の
廃
止
に
よ
り
個
人

町
民
税
は
増
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と
な
り
ま
し

た
が
、
固
定
資
産
税
は
評
価

替
え
に
伴
い
大
幅
な
減
額
と

な
り
、
市
街
化
区
域
内
の
道

路
や
下
水
道
の
整
備
に
充
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る
都
市
計
画
税
も
併
せ
て
減

額
と
な
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し
た
。

財
源
不
足
補
て
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と
し
て

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し

を
行
う
と
と
も
に
、
千
種
川

災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業

に
伴
う
残
土
処
分
用
地
な
ど

の
購
入
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に
充
当
す
る
た
め
、

水
道
事
業
会
計
か
ら
の
借
入

を
行
い
、
収
支
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図
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て
い
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す
。			


《
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業
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億
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万
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区
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０
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３
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《
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療
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〉
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健
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９
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ク
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６
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方
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を
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付
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の
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り
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〉▼
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”
か
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り
川
ま
つ

り
の
実
施
３
０
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千

種
川
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た
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”

か
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お
り
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４
年
ぶ
り
に
実
施
し
ま
す
。

開
催
日
は
、
７
月
28
日（
土
）

に
決
定
し
ま
し
た
〉
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歳入総額
73億 5,200 万円

町税
32.7%

負担金・
使用料など
3.1%

地方譲与税
など
4.8%

議会費
1.5%

総務費
12.0%

民生費
17.4%公債費

14.0%

諸支出金・
予備費
16.8%

衛生費
7.7%

農林
水産業費
2.6%商工費

0.7%

土木費
9.1%

消防費
4.5%

教育費
13.7%

地方
交付税
27.1%

国庫支出金
6.1%

県支出金
4.7%

町債
10.8%

諸収入
など
4.1%

繰入金
6.6%

歳出総額
73 億 5,200 万円

　一般会計における歳入と歳出の構成比

歳　　入
平成24年度 平成23年度 増減額

町 税 24億718万8千円 24億6,787万4千円 △6,068万6千円
負担金・使用料など 2億2,378万1千円 2億2,823万8千円 △445万7千円
繰 入 金 4億8,283万3千円 1億7,934万9千円 3億384万4千円
内
訳

財政調整基金繰入金 1億9,800万円 1億6,000万円 3,800万円
その他繰入金 883万3千円 1,934万9千円 △1,051万6千円
水道事業借入金 2億7,600万円 0円 2億7,600万円

諸 収 入 な ど 3億420万9千円 2億2,700万4千円 7,720万5千円
内
訳

財産収入・寄附金 1億4,331万2千円 8,707万7千円 5,623万5千円
繰 越 金 1,000万円 1,000万円 0円
諸 収 入 1億5,089万7千円 1億2,992万7千円 2,097万円

地方譲与税など 3億5,117万1千円 3億8,571万4千円 △3,454万3千円
地 方 交 付 税 19億8,950万円 18億7,000万円 1億1,950万円
国 庫 支 出 金 4億4,984万8千円 4億4,780万5千円 204万3千円
県 支 出 金 3億4,809万9千円 4億1,928万2千円 △7,118万3千円
町 債 7億9,537万1千円 5億8,473万4千円 2億1,063万7千円
歳 入 合 計 73億5,200万円 68億1,000万円 5億4,200万円

歳　　出
平成24年度 平成23年度 増減額

議 会 費 1億924万4千円 1億2,133万5千円 △1,209万1千円
総 務 費 8億7,993万9千円 9億3,682万6千円 △5,688万7千円
民 生 費 12億8,483万円 13億4,865万4千円 △6,382万4千円
衛 生 費 5億6,486万8千円 5億1,965万7千円 4,521万1千円
農林水産業費 1億8,931万7千円 1億9,922万円 △990万3千円
商 工 費 5,172万3千円 8,226万8千円 △3,054万5千円
土 木 費 6億6,731万6千円 3億4,806万9千円 3億1,924万7千円
消 防 費 3億2,824万3千円 3億5,192万円 △2,367万7千円
教 育 費 10億583万円 6億9,058万4千円 3億1,524万6千円
公 債 費 10億2,877万5千円 9億5,111万6千円 7,765万9千円
諸支出金・予備費 12億4,191万5千円 12億6,035万1千円 △1,843万6千円
歳 出 合 計 73億5,200万円 68億1,000万円 5億4,200万円

一般会計　町民１人当たりの予算
平成24年3月末人口：16,863人

議会費

6,478円

総務費

52,182円

民生費

76,192円

衛生費

33,497円

農林水産業費

11,227円

商工費

3,067円

土木費

39,573円

消防費

19,465円

教育費

59,647円

公債費

61,008円

諸支出金・予備費

73,647円

￥
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町の基金（貯金）の残高状況
　平成23年度は当初予算において、
財源不足のため財政調整基金より1
億6,000万円の取り崩しを行ったほ
か、地域振興福祉基金より訪問看護
など福祉施策の充実を図るための車
両購入経費などへの充当財源として
一部を取り崩し、災害支援金におい
てはハザードマップ作成経費などへ
の充当財源として一部を取り崩しま
した。
　平成24年度においても財源不足
のため財政調整基金より1億9,800万
円の取り崩しを
行っています。

町債（借金）の残高状況
　平成24年度の町債発行予定額は、
一般会計では給食センター建設事業、
駅前区画整理事業などで8億8,700万
円、特別会計では農業集落排水事業、
公共下水道事業および簡易水道事業
で3億4,900万円となり、合わせて
12億3,600万円となりました。
　また、平成24年度の元金償還額
は、一般会計が8億5,800万円、特別
会計が6億3,100万円で合わせて14
億8,900万円となり、平成24年度末
の町債残高は、前年度より2億5,300
万円減少し、232億6,400万円と
なる見込みです。

　平成24年度の特別会計予算は、鞍居診療所の休診に伴う国民健康保険事業（直診勘定）の
減少、石戸地区の上水道統合に伴う簡易水道事業の増加、千種川災害復旧等関連緊急事業に
伴う楠、河野原処理場の赤松処理場への統合などによる農業集落排水事業の増加などにより、
前年度に比べ11億5,209万円増（対前年度比20.4％増）の67億8,764万円となりました。

特別会計
予　　算

平成24年度 平成23年度 増減額 増減率
国 民 健 康 保 険 事 業  事 業 勘 定 18億6,354万1千円 17億4,615万9千円 1億1,738万2千円 6.7%
国 民 健 康 保 険 事 業  直 診 勘 定 433万7千円 7,836万6千円 △7,402万9千円 △94.5%
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 2億2,851万4千円 2億1,219万円 1,632万4千円 7.7%
介 護 保 険 事 業 15億3,707万7千円 13億3,080万9千円 2億626万8千円 15.5%
簡 易 水 道 事 業 1億7,529万7千円 7,686万7千円 9,843万円 128.1%
農 業 集 落 排 水 事 業 5億8,323万8千円 3億1,775万2千円 2億6,548万6千円 83.6%
公 共 下 水 道 事 業 8億4,677万4千円 8億1,501万9千円 3,175万5千円 3.9%
公 営 墓 園 事 業 2,727万円 2,908万2千円 △181万2千円 △6.2%
ケ ー ブ ル テ レ ビ 管 理 運 営 事 業 6,823万4千円 6,186万2千円 637万2千円 10.3%

小　　　　計 53億3,428万2千円 46億6,810万6千円 6億6,617万6千円 14.3%
企 業 会 計 　 水 道 事 業 14億5,336万4千円 9億6,744万6千円 4億8,591万8千円 50.2%
特 　 別 　 会 　 計 　 　 合 　 　 計 67億8,764万6千円 56億3,555万2千円 11億5,209万4千円 20.4%

※平成23年度、平成24年度残高は見込額。
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花の郷を訪ねて
兵庫県は、地域の人々により大切に守り
育てられている四季折々の美しい花の風
景を「西播磨 花の郷」に認定し、その風
景を対象としたフォトコンテストを実施
しています。町内では、５ヵ所が認定さ
れているので、この春はカメラ片手に出
かけて、美しい花々の撮影に挑戦してみ
ませんか？

●坂本梅園 （岩木丙）
　開花時期：3月中旬〜4月上旬

坂本梅園は、大鳥圭介
の生誕地の近くにあり
ます。親子３代にわた
って手入れを行い、現
在は５品種約120本の
梅が咲き誇ります。

●かみごおりさくら園 （山野里）
　開花時期：3月下旬～4月下旬

10種類の桜が順々に咲
き、小山まるごと桜の
園となります。10月に
は年２回花をつける珍
しい品種の ｢十月桜｣ が
咲きます。

●小野豆しだれ桜 （小野豆）
　開花時期：4月上旬

源平合戦に敗れた平経
盛が落ち延びたという
「落人伝説」が伝わる
小野豆にある樹齢約50
年のしだれ桜。

●光都チューリップ園（光都）
　開花時期：4月中旬

播磨科学公園都市中央
交差点の北側、約5,000
平方㍍の広場に色とり
どりのチューリップが
咲き誇る ｢新都市の名
所｣ となっています。

●萬勝院ボタン寺 （大冨） 
　開花時期：5月上旬

冨
とど

満
ま

高原の山頂に位置
し、行基菩薩の開祖と
して伝えられる寺院を
100品種、2,000株の和洋
多品種のボタンが彩り
ます。

「西播磨 花の郷」フォトコンテスト概要
受付期間　９月28日（金）まで
募集写真　「西播磨 花の郷」の風景
対　　象　プロ・アマ不問（未発表写真に限る）

問西播磨県民局 元気づくり参事
　地域づくり課 58－2144

賞（予定）① 最優秀賞１名（賞状、５万円）
　　　　② 優秀賞３名（賞状、２万円）
　　　　③ 入選約50名（賞状、花と緑のギフト券）

※詳しくは、町ホームページまたは観光案内所、
産業振興課にあるチラシをご覧ください。

美しい風景に感動
西播磨 花の郷
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３
月
末
で
鞍
居
小
学
校
・
幼
稚
園
と
赤
松
小
学
校
・
幼
稚
園

が
閉
校
・
閉
園
を
迎
え
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、

上
郡
小
学
校
・
幼
稚
園
に
統
合
さ
れ
、
児
童
た
ち
も
新
し
い

仲
間
と
と
も
に
、
新
た
な
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

３
月
に
行
わ
れ
た
式
典
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

閉校・閉園式

忘
れ
な
い
よ
、

　
　
　
　
い
つ
ま
で
も

３
月
４
日
、
赤
松
小
学
校

と
赤
松
幼
稚
園
の
閉
校
・
閉

園
式
が
、
赤
松
小
学
校
体
育

館
で
開
か
れ
、
在
校
生
79
人
、

園
児
11
人
、
地
域
の
方
を
含

め
計
約
４
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

郷
土
の
偉
人
、
赤
松
円
心

や
大
鳥
圭
介
に
ゆ
か
り
の
あ

る
赤
松
校
区
。
赤
松
小
学
校

で
は
、
学
校
を
あ
げ
て
歴
史

学
習
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
修
学
旅
行
で
は
、
赤

松
円
心
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
、

地
元
愛
を
育
み
ま
し
た
。

赤
松
幼
稚
園
で
は
、
閉
園

を
迎
え
、
地
域
の
こ
と
を
園

児
た
ち
に
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
お
う
と
平
成
23
年
度
に

「
地
域
め
ぐ
り
」
を
行
い
ま

し
た
。
園
児
は
、
校
区
の
方

と
ふ
れ
あ
い
、
自
然
、
歴
史
、

文
化
を
学
び
ま
し
た
。

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
幼
稚
園
児
が
民
舞

を
披
露
。
小
学
生
は
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
と
と
も
に
思
い
出

を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、

兵
庫
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
も
行
わ

れ
、
会
場
に
花
が
添
え
ら
れ

ま
し
た
。

「
小
学
校
が
な
く
な
っ
て
も

ず
っ
と
赤
松
が
好
き
。
こ
の

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
、
が
ん
ば
り
た
い
」
と
児

童
ら
は
力
強
く
話
し
て
い
ま

し
た
。

郷
土
の
偉
人
と
と
も
に  

︱ 

赤
松 

︱

３
月
11
日
、
鞍
居
小
学
校

と
鞍
居
幼
稚
園
の
閉
校
・
閉

園
式
が
、
鞍
居
小
学
校
体

育
館
で
開
か
れ
、
在
校
生
55

人
、
地
域
の
方
を
含
め
計
約

５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

鞍
居
小
学
校
は
、
こ
れ
ま

で
地
域
と
一
丸
と
な
り
交
通

安
全
運
動
に
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
活
動
が
認
め

ら
れ
平
成
23
年
度
に
は
、
全

国
で
交
通
安
全
運
動
に
取
り

組
む
優
良
学
校
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
校
庭
で
は
、

全
国
で
も
西
播
磨
の
一
部
で

し
か
見
ら
れ
な
い
希
少
種
・

オ
チ
フ
ジ
を
栽
培
。
授
業
で

も
、
地
域
の
方
を
講
師
に
招

き
オ
チ
フ
ジ
に
つ
い
て
勉
強

し
ま
し
た
。

鞍
居
幼
稚
園
は
、
敷
地
内

に
生
え
る
柏
の
葉
を
使
っ
て

柏
餅
を
作
る
な
ど
、
食
育
に

力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
平

成
19
年
度
の
休
園
ま
で
地
域

と
一
体
と
な
り
園
児
を
見
守

っ
て
き
ま
し
た
。

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
地
元
の
獅
子
舞
や

太
鼓
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
ら
が

「
鞍
居
の
道
は
私
た
ち
の
宝

箱
で
す
。
私
た
ち
を
見
守
っ

て
く
だ
さ
る
方
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
」
と
思
い
出
を
発
表

し
、
歌
と
楽
器
の
音
色
で
、

感
謝
の
思
い
を
表
現
し
ま
し

た
。

羽
ば
た
け
未
来
へ  

︱ 

鞍
居 

︱

閉校・閉園式
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届け、感謝の歌声。

鞍居小学校児童による合唱

赤松小学校児童による合唱

小学校・幼稚園
鞍居  赤松

小学校・幼稚園
鞍居  赤松
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鞍
居
公
民
館
で
活
動
す
る

　

大
正
琴
教
室
の
皆
さ
ん

　

白
旗
こ
ど
も
た
る
太
鼓
に
よ
る

　

迫
力
の
あ
る
演
奏

　

心
を
一
つ
に
し
て
ハ
ン
ド
ベ
ル
や

　

リ
コ
ー
ダ
ー
を
演
奏

　

写
真
を
映
し
出
し

　

校
区
で
の
思
い
出
を
発
表

閉校・閉園式にたくさんの方に来てもらえてよ
かったと思います。
鞍居小学校は137年もの歴史があり5,000人を
越える卒業生を送り出してきました。
卒業生は、日本の近代社会形成に
大きく尽力したと思います。
そして、鞍居小学校で培っ
た友との絆、先生への信頼
は永遠に消えないと思い
ます。
この度の統合は、より良
い教育制度改革であると
受け止めています。将来
の子どもたちの教育の充実
を図ってほしいと思います。
これからも地域の皆さんには、
子どもたちの人間形成に力を注い
でくださるようお願いします。

現在の赤松小学校は、昭和41年に赤松地区の３
小学校が統合し、開校されました。また幼稚園

も、３園が統合し平成15年に開園されました。
私たちは、最初の統合の寂しさを経

験しています。
学校は、地域の中心的な交流

の場です。それがなくなる
ということは、非常に寂
しく感慨深い思いでいっ
ぱいです。しかし、学校
が無くなっても地域は存
在します。今後は、地域
の良さを再認識しながら、

子どもたちを見守っていき
たいと思います。

児童の皆さんは、小学校・幼
稚園で培ったことを胸に、新しい

学び舎で力いっぱい活躍してくださ
い。

島 津　康 久さん
鞍居地区連合自治会長

山 本　忠 孝さん
赤松地区連合自治会長

鞍居 赤松鞍居 赤松
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OSHIRASE

学
生
納
付
特
例

学
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

日本国内に住むすべ
ての人は、20歳になる
と国民年金の被保険
者となり、国民年金に
加入しなければなり
ません。

あなたの一票を

上郡町議会議員選挙の期日が決定
平成24年10月２日任期満了に伴う上郡町議会議員選挙の期日が、決定
しましたのでお知らせします。

選挙に係るその他の日程は、後日お知らせします。
問上郡町選挙管理委員会 ５２-１１１１

■告示日 ９月25日（火）　■投開票日 ９月30日（日）

■
申
請
は
が
き
が
届
い
た
方

　

申
請
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
日
本
年
金
機
構
兵
庫
事
務
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
度
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
て
い
る
方
で
、
24
年
度
以
降
も

引
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、
３
月
下
旬

に
申
請
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
月
以
降
に
申
請
し
た
方
は
、
６
月

上
旬
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
）

　

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
予
定
期
間
以

降
も
在
学
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
は
が

き
が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
再
度
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
は
が
き
が
届
い
て
い
な
い
方

　
〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉を
持
参
し
、

保
険
課
の
国
保
年
金
係
窓
口
で
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
年
金
手
帳

　
（
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類
）

・
印
鑑

・
学
生
証
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証
明
書

問
保
険
課 

国
保
年
金
係５

２・
１
１
５
２

■
前
年
所
得
が
基
準
額
以
下
の
方

■
大
学（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
な
ど
の
教
育
施
設

に
通
う
方

　

た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た

期
間
は
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
の
計
算
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
将
来
の
年
金
額
を
減
ら
さ
な

い
よ
う
、
承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年
間

の
う
ち
に
保
険
料
を
納
付（
追
納
）す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
な
お
、
承
認
を
受

け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
3

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当

時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
加
わ

り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得
が
無
い
学
生
が
申
請
す
れ
ば
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
平
成
23
年
度
分
の
学
生
納
付
特
例
の
申
請
期
間
は
４
月
末
日
ま

で
で
す
。
該
当
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

対
象
者

申
請
に
必
要
な
も
の

13 April 2012



介護保険料が決まりました第５期介護保険事業計画
に基づき

　

な
お
、
平
成
24
年
度
の
介
護
保
険
料

額
は
、
左
記
の
方
を
除
き
、
平
成
24
年

度
の
所
得
状
況
が
確
定
し
て
か
ら
、
６

月
中
旬
に「
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知

書
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収 （
年
金

　
　
か
ら
天
引
き
）さ
れ
て
い
る
方

　

平
成
24
年
４
月
、
６
月
の
介
護
保
険

料
は
、
平
成
24
年
２
月
と
同
額
で
暫
定

的
に
特
別
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
平
成
24
年
４
月
、
６
月
か
ら
介
護

　
　
保
険
料
の
特
別
徴
収
を
開
始
す
る
方

　

平
成
24
年
８
月
ま
で
の
介
護
保
険
料

は
、
平
成
24
年
４
月
中
旬
に「
介
護
保

険
料
仮
算
定
結
果
通
知
書
」で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
平
成
23
年

度
所
得
段
階
別
介
護
保
険
料
の
平
均
月

額
２
ヵ
月
相
当
額
で
、
暫
定
的
に
特
別

徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
平
成

24
年
８
月
に
特
別
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ

く
額
が
、
６
月
中
旬
発
送
予
定
の「
介

護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」に
よ
り
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

問
保
険
課 

介
護
保
険
係５

２・
１
１
5
２

国
25％

県
12.5％

町
12.5%

第２号
保険料
29%

第１号
保険料
21%

高齢者人口と高齢化率

高
齢
化
率

高
齢
者
人
口

高齢者人口 高齢化率

4500

5000

5500

20

25

30

35
（%）（人）

4724 4735 4749
4893

5001
5109

H21 H22 H23 H24 H25 H26

27.2 27.6 28.2
30.1

31.1
32.2

0
2
4
6
8
10
12
14
16

介護保険給付費 介護保険給付費の財源内訳

金
額（
億
円
）

介護予防 介護居宅 介護施設
（年度）

（年度）

5.30
5.34 5.81 5.71 5.80 5.88

6.26
7.08 7.41 7.65 7.91 8.17

0.40 0.39 0.45 0.45 0.47 0.49
H21 H22 H23 H24 H25 H26

要介護（支援）認定者数と認定率

認
定
率

認
定
者
数

認定者数 認定率

800

900

1000

1100

1200

1300

10

15

20

25
（%）

828
888

946
1005

1065
1126

H21 H22 H23 H24 H25 H26

17.5
18.8

19.9 20.5 21.3 22.0

平成24～26年度の
65歳以上（第１号
被保険者）の方の

５，３００円
介護保険料基準月額

（人）

（年度）

１

護
保
険
事
業
計
画
は
、
法
律

に
よ
り
３
年
を
１
期
と
し
、

老
人
福
祉
計
画
と
一
体
の
策

定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
計
画
に

基
づ
き
介
護
保
険
料
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
行
や
介
護
保
険
制
度
の

定
着
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

や
介
護
保
険
給
付
費
が
急
増
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
支
援
事
業
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
急
激
な
給

付
の
伸
び
を
抑
え
つ
つ
、
平
成
24
年
度

か
ら
３
年
間
の
介
護
保
険
事
業
量
、
事

業
費
を
推
計
し
ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
策
定
委
員
会

を
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
地
か
ら
の

議
論
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
も
参
考
に
し

て
い
ま
す
。

　

推
計
し
た
介
護
保
険
事
業
量
、
事
業

費
に
基
づ
き
、
算
定
し
た
保
険
料
基
準

月
額
は
５
，３
０
０
円
で
す
。

　

こ
の
基
準
額
を
元
に
、
前
年
の
所
得

状
況（
本
人
が
属
す
る
世
帯
の
町
民
税

の
課
税
状
況
、
本
人
の
課
税
年
金
収
入

額
お
よ
び
所
得
金
額
）に
応
じ
て
、
最

低
０
・
５
か
ら
１
・
75
倍
の
間
で
設
定

さ
れ
ま
す
。（
今
回
か
ら
所
得
段
階
を

６
段
階
か
ら
７
段
階
に
変
更
し
ま
し

た
）

２

介
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保険料率が決まりました後期高齢者医療制度
平成24・25年度の

保険料率

保険料の計算方法

所得の低い方の軽減

　後期高齢者医療制度の保険料率（均等割額と所得割率）は２年ごとに見直されます。平成24・25年度の
保険料率が決定しましたので、お知らせします。なお、個人ごとの保険料額は７月中旬に送付する保険
料額決定通知書でお知らせします。
問保険課 ５２-１１５２／兵庫県後期高齢者医療広域連合事務局 ０７８-３２６-２０２１

　広域連合決算剰余金約31億円の全額活用と、
兵庫県に設置されている財政安定化基金から
約68億円を取り崩し、合計約99億円を繰り入
れることにより、保険料の大幅な上昇を抑え
られました。

　年間の保険料は一人ひとりが等しく負担する
「均等割額」と前年の所得に応じて負担する「所
得割額」の合計です。保険料額の上限が50万円
から55万円に変更となります。

■均等割額　
　平成23年中の世帯（世帯主と世帯内の被保険者）の総所得金額などが一定の金額以下の方は、下記

のとおり軽減されます。

■所得割額
　所得割額算定にかかる所得（総所得金額等－基礎控除額33万円）が、 58万円（年金収入のみの場合

は211万円）以下の方は、所得割額が５割軽減されます。

■被扶養者だった方の軽減
　制度に加入する前日に、会社の健康保険などの被用者保険の被扶養者だった方は、当分の間、所

得割額はかからず、均等割額が５割軽減されます。さらに特例として、平成24年度は均等割額が
９割軽減され、年額4,600円となります。なお、国民健康保険・国民健康保険組合に加入されて
いた方は対象になりません。

※「総所得金額など」とは、収入額から控除額を引い
た金額です。ここでいう控除額とは、公的年金等控除
額、給与所得控除額、必要経費のことをいい、所得控
除 （社会保険料控除、扶養控除など）は含みません。

平成22・23年度

⇒

平成24・25年度

均等割額 43,924円 46,003円
所得割率 8.23％ 9.14％

総所得金額など（被保険者＋世帯主）が次の基準以下の世帯 軽減割合（軽減後均等割額：年額）

基礎控除額（33万円）
被保険者全員の各所得（年金所得は控除
額を80万円として計算）が0円 ９割（4,600円）

上記以外 ７割（13,800円）→8.5割☆（6,900円）
基礎控除額（33万円）＋24.5万円×
被保険者数（被保険者である世帯主を除く） ５割（23,001円）

基礎控除額（33万円）＋35万円×被保険者数 ２割（36,802円）
※ 65 歳以上の公的年金受給者は、総所得金額などから年金所得の範囲内で最大 15 万円を控除し、軽減判定されます。
☆本来は 7 割軽減ですが、軽減措置により平成 24 年度は 8.5 割軽減となります。

●均等割額　　　46,003円

●所得割額
（総所得金額など※－330,000円）　
　　　　　 ×所得割率9.14％

年額保険料（上限55万円）

＋

＝
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OSHIRASE

社
会
で
子
ど
も
を
見
守
る
気
運
を

高
め
ま
し
ょ
う

◆
新
学
期
に
お
け
る
少
年
非
行
・
犯
罪

被
害
防
止
と
有
害
環
境
の
浄
化
◆

1月～2月の町内人身交通事故発生状況
交番（駐在）別 人身事故 死　者 傷　者 物損事故

上郡橋 4 ０ ４ ４
上郡駅前 ３ ０ ４ 19

中　野 ３ ０ ６ 10
梨ヶ原 ０ ０ ０ ３
八　保 ０ ０ ０ ２
赤　松 ２ ０ ３ ４
野　桑 ０ ０ ０ ２

播磨科学公園都市 ０ ０ ０ ５
合　計 12 ０ 17 49

こ
う
へ
い
く
ん

兵
庫
県
警
シ
ン
ボ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト

　

子
ど
も
た
ち
を
非
行
と
犯
罪
か
ら
守

る
た
め
に
は
、
地
域
の
方
が
日
ご
ろ
か

ら
厳
し
く
も
温
か
い
目
で
子
ど
も
を
見

守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
の
出
す「
危
険
な
シ
グ
ナ
ル
」

を
見
逃
す
こ
と
な
く
、
叱
る
勇
気
と
優

し
さ
を
持
っ
て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

を
守
り
育
て
ま
し
ょ
う
。

　平成24年度の国民年金保険料は下記のとおりと
なっています。適切な納付をお願いします。

　定額保険料　 14，980円（月額）

　付加保険料　 400円（月額）

■現金で納付の場合
・毎月納付⇒14，980円×12ヵ月＝179，760円　

（納期限は翌月末）
・１年前納⇒176，570円

（3，190円の割引、納期限は４月末日）
・６ヵ月前納⇒89，150円

（730円の割引、納期限は４月末日・10月末日）
※日本年金機構から送付された納付書で、金融機
　関、郵便局、コンビニなどで納付してください。

■口座振替
・毎月納付⇒14，980円×12ヵ月＝179，760円

（納期限は翌月末）
・毎月納付（早割）⇒14，930円×12ヵ月＝179，160円

（600円の割引、振替日は当月末）
・１年前納⇒175，990円

（3，770円の割引、振替日は４月末日）
・６ヵ月前納⇒88，860円
（1，020円の割引、振替日は４月末日・10月末日）

　４月１日から小学１年生～中学３年生までの
入院医療費（４月診療分から）を無料化しています。

■対象　町内に住所を有する小学１年生〜中学
３年生までの児童・生徒の入院医療費（義務
教育就学前の乳幼児については、すでに無
料化しています）

■所得制限　保護者または扶養義務者の市町村
民税所得割税額が235,000円未満

■給付方法　医療機関などの窓口で、受給者
証に記載の一部負担金または医療保険にお
ける一部負担金を支払い、その領収書など
をお持ちいただき、保険課で払い戻しの申
請をしてください。審査・決定を受けると、
一部負担金の払い戻しを受けることができ
ます。

■払い戻し手続きに必要なもの
　①領収書②申請者の印鑑③申請者名義の預金

通帳④児童・生徒の健康保険証⑤医療費受
給者証⑥加入している健康保険組合などが
発行した高額療養費支給決定通知書など

※日本スポーツ振興センター法の災害共済給付
を受けた場合は、対象となりません。

年金保険料が決定しました 入院医療費を無料化しました

問保険課 国保年金係 ５２－１１５２

22-0110
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※各教室の連絡先（代表者）などの詳細は、スポーツセンターまでお問い合わせください。 問 スポーツセンター　52ー4433

スポーツ教室を紹介します
町内では、さまざまなスポーツ教室が行われています。教室は、スポーツの楽しみを知

るだけでなく、仲間とともに練習し真剣に取り組むことで、子どもたちの豊かな心の創造
の手助けをします。ぜひ、ご参加ください。

　
上 郡 剣 道 連 盟

剣 道 少 年 団

上 郡 柔 道 少 年 団

少 林 寺 拳 法

空 手 道 　 拳 和 会

高 田 少 女 バ レ ー

山 野 里 少 女 バ レ ー

上 郡 ジ ュ ニ ア
ソ フト テ ニ ス ク ラ ブ

上郡ミニバスケットボール
教　　室

高田ミニバスケットボール
教　　室

上 郡 少 年 野 球 部

高 嶺 少 年 野 球 部

高田レッドパワーズ（野球）

卓 球 教 室

上郡町フットボールクラブ

キ ッ ズ サ ッ カ ー

上 郡 町 陸 上 競 技 教 室

水 泳 教 室

毎週水・金・土曜日

18時～18時40分（水・金）

9時～ 10時 30 分（土）

各小学校区にあります。

毎週火・金曜日

18時 30 分～ 21 時

毎週火・木・土曜日

19時～ 20 時 30 分

毎週水曜日

18時 30 分～ 21 時

毎週火・木・土曜日

17時～ 19 時（火・木）

13時～ 16 時（土）

毎週水・土曜日

18時～ 20 時（水）

13 時～ 17 時（土）

毎週木曜日

18時～ 20 時

毎週火・木・土曜日

18時～ 20 時（火・木）

9時 30 分～ 12 時（土）

毎週月・金曜日

17時 30 分～ 19 時

毎週土曜日

9時～ 15 時

毎週土・日曜日・祝日

8時～ 17 時

毎週土・日曜日

9時～ 15 時

毎週水曜日

19時～ 22 時

毎週土・日曜日

9時～ 12 時

土曜日（毎月1回）

10 時 30 分～ 12 時

第 2･4 土曜、第 3日曜日

9時～ 11 時

毎週火～土曜日

つばき会館

スポーツセンター

柔道場

スポーツセンター

剣道場・柔道場

スポーツセンター

卓球場

高田小学校

体育館

山野里小学校

体育館

スポーツセンター

テニスコート

スポーツセンター

総合体育館

高田小学校

体育館

上郡小学校

グラウンド

山野里小学校

グラウンド

高田小学校

グラウンド

スポーツセンター

Ｂ＆Ｇ体育館

高田地区

運動公園

スポーツセンター

多目的グラウンド

スポーツセンター温水プール

小学生以上

4歳～6年生

小学生以上

女子小学生

小学生

高田小学校児童

小学生

小学生以上

小学1～5年生

3～6歳

小学生以上

3歳以上

2,000円／年

1,500円/月

28,000円/年

500円/月

1,000円/月

1,500円/月

3,000円/3ヵ月（1～3年生）

5,000円/3ヵ月（4～6年生）

5,000円/年

4,000円/年

2,000円/月

3,000円/月

2,000円/月

無料

前期10,000円、後期5,000円

初回1,000円 2回目より無料

（町外在住者は１回300円）

1,500円/月

3,000円～5,000円/月

入会金 1,000 円

火・土・日曜日は

強化練習

別途保険料

入会金 3,000 円

入会金 3,000 円

入会金 2,000 円

入会金 4,000 円

入会手続きはスポーツセンターまで

活動時間講座・教室名 活動場所 対象者 会費 備考
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日
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ー
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習
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年
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～
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）

（
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年
４
月
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日
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年
３
月
31
日
  開
催
分
）

１（
月
）～
２（
火
）

３（
水
）～
10（
水
）

６（
土
）～
７（
日
）

８（
月
・
祝
）

27（
土
）～
11/４（

日
）

３（
土
・
祝
）

３（
土
・
祝
）～
４（
日
）
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日
）

９（
金
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土
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日
）
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中
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土
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日
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）
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日
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）
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火
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月
）
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日
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日
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祝
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火
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祝
）
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日
）
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祝
）
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）
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土
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）
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セ
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支
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赤
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学
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セ
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赤
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民
館

Ｂ
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涯
学
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支
援
セ
ン
タ
ー

観
光
案
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所

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
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ー

上
郡
・
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田
・
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坂
・
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ヶ
原
校
区

役
場
駐
車
場

生
涯
学
習
支
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セ
ン
タ
ー

生
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学
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セ
ン
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ー
・
つ
ば
き
会
館
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体
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コ
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＆
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館
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検
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育
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美
術
展

文
化
協
会
芸
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発
表
会

第
25回

瀬
戸
内
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

健
康
福
祉
ま
つ
り

人
権
教
育
指
定
実
践
発
表

船
坂
公
民
館
美
術
作
品
展

商
工
ま
つ
り

俳
句
大
会
・
短
歌
大
会

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
く
ら
い

白
旗
城
ま
つ
り

洋
楽
・
器
楽
の
集
い

赤
松
公
民
館
文
化
祭

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座（
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
）

人
権
作
品
展
示

上
郡
町
人
権
の
つ
ど
い
・
PTCAフ

ォ
ー
ラ
ム

駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
イ
ベ
ン
ト

ク
リ
ス
マ
ス
劇
場

元
旦
登
山

消
防
出
初
式

成
人
の
つ
ど
い

ま
ん
が
ア
ニ
メ
作
品
展

西
同
教
啓
発
活
動
研
究
大
会

上
郡
町
ク
ラ
ブ
交
流
大
会

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
杯
親
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
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ト
ン
大
会

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座（
室
内
カ
ー
リ
ン
グ
）

保
健
セ
ン
タ
ー
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中
学
校

高
田
公
民
館

ス
ポ
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ツ
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ー

生
涯
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援
セ
ン
タ
ー

生
涯
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援
セ
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ー
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ポ
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タ
ー

保
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ー
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育
課

船
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公
民
館
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会

生
涯
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支
援
セ
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ー

鞍
居
公
民
館

赤
松
公
民
館

生
涯
学
習
支
援
セ
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ー

赤
松
公
民
館

ス
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セ
ン
タ
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社
会
教
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課
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光
協
会
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区
公
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ー
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課

ス
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講座・教室 開室日・活動日時間 地区
囲碁・将棋教室 毎月第３土曜日　13時～15時

上郡親子体験講座 年間５回（公民館だよりで随時通知）

百人一首を詠む会
（子ども詩吟教室） ７月より開講予定　月１回・10回程度

なんでも体験隊 第２土曜日　年間10回程度
９時～12時

山野里
子ども和菓子教室 第３土曜日　９時～12時

子ども抹茶教室 第３土曜日　９時～11時30分

子ども日本舞踊教室 第３土曜日　10時30分～11時

子どもリコーダー教室 第３土曜日　10時～11時

子ども将棋講座 第３土曜日　９時30分～11時
高田高田キッズ・ミュージック

サークル 第２土曜日　10時～11時30分

講座・教室 開室日・活動日時間 地区
大正琴教室 第２土曜日　９時30分～

鞍居
茶道教室 第３土曜日　９時30分～

白旗こども太鼓 ５月より第２･４金曜日
19時30分～21時 赤松

赤松円心っ子 年間３回

子ども体験教室 公民館だより・ポスターで随時通知
年間５回

船坂
子ども茶道教室 第２土曜日　年間10回

13時30分～15時30分

琴教室 第１･３金曜日　19時～21時
梨ヶ原

梨っ子チャレンジ 隔月　第３土曜日
年間７回　10時～12時

講座・教室 開室日・活動日時間 地区
切り絵教室 毎月第２土曜日　９時30分～12時

上郡

男の料理教室 年間３回
（公民館だよりで随時通知）

パソコン教室 年間12回

食育講座 年間２回（公民館だより随時通知）

笑いヨガ教室 毎月第２土曜日 年間10回　14時～

三味線と日本のうた講座 第１水曜日　19時30分～21時30分

山野里

お菓子教室 第３金曜日　13時30分～16時

パソコン講座 第４日曜日 年間10回
9時30分～12時

連鶴講座 第２火曜日　年間10回
9時30分～12時

木工講座 第２火曜日　年間10回
9時30分～12時

ふるさと歴史講座 年間10回　10時～12時

高田

トールペイント教室 第３火曜日　年間10回　13時～15時

和服リフォーム教室 第２木曜日　年間10回
９時30分～16時

生け花教室 第２火曜日　13時30分～15時

イラスト教室 第２日曜日　13時30分～15時30分

男の料理教室 第３水曜日　年間10回
９時30分～12時

パソコン教室 第１・３火曜日　前後期
各10回　９時30分～11時30分

米粉アレンジクッキング 年間４回　９時～12時

プリザーブドフラワーアレンジ 年間５回　９時30分～12時
鞍居

木工教室 年間10回　土曜日　13時～16時

講座・教室 開室日・活動日時間 地区
四季の生花教室 ５月より　年間５回

鞍居

連鶴教室 ５月～10月　第３木曜日　９時30分～

健康食育教育 年間４回

ふるさとウォーク ５月より　年間４回

歴史講座 ５月より　年間６回

パソコン教室 ５月より　年間10回
第４土曜日　13時30分～

歴史講座 ５月より　年間10回
９時30分～12時

赤松

パソコン教室 ５月より　第２･４火曜日　
年間20回　19時～21時

プリザーブドフラワー教室 ５月より　年間４回
９時30分～12時

型染め友禅 ５月より　第３水曜日
年間10回　13時～17時

連鶴教室 ５月より　第２水曜日　
年間10回　９時30分～12時

園芸教室（菊作り） 年間５回　９時30分～11時30分

船坂
パソコン教室 ６月～10月　第１･３水曜日

年間10回　13時30分～15時30分

木工教室 第４火・水曜日　各10回

ふるさと学級 年間５回程度　13時30分～15時30分

男の料理教室 第４土曜日　年間12回　10時～12時

梨ヶ原

お菓子教室 第４木曜日　年間12回　10時～12時

絵手紙教室（水墨画） 月１回　第３金曜日　10時～12時

手話教室 月１回　第３水曜日　19時30分～21時

押し花教室 月１回　第１水曜日　13時30分～16時

平成24年度の公民館講座を紹介します。
町内の公民館では楽しい講座が盛りだくさん！お住まいの地区公民館に限ら
ず、すべての公民館講座に参加することができます。少し足を延ばしていつも
とは違う講座に通ってみてはいかがでしょうか。

詳しくは、各地区館までお問い合わせください。

上　郡 52-4411　　山野里 52-4599　　高　田 52-2550　　鞍居 54-0636
赤　松 52-4605　　船　坂 55-1060　　梨ヶ原 55-1075

●大人向け講座

●子ども向け講座

参加してみませんか公民館講座公民館講座 に
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『上郡町史』全４巻（一冊 5,000 円）を発売中です。
第一・二巻が本文編、第三・四巻が史料編です。　

新ひょうご 風土記カルタ 入選作品巡回展

上郡町史の
舞台をめぐる

『上郡町史』の舞台となった町内ゆかりの地を紹介します

その１ 野磨駅家と山陽道

問 社会教育課 文化財係 ５２-２９１２

↑発掘調査中の野磨駅家跡
   （手前から後殿・西門跡と南西の山陽道方面の眺望）

　昨夏、兵庫県立考古博物館と県内各市町で実施
した「みんなでつくろう新ひょうご風土記カルタ」
の入選作品が県内市町を巡回します。
　県内の小学４～６年生が、各市町の歴史・文化
財・風土などを絵札に描き、読み札を考えたカル
タ。入選作品全 44 点のうち、上郡町からは２作
品が入選しました！ぜひ、ご覧ください。

　■展示期間　　４月28日（土）～５月27日（日）
　■時　　間　　９時～ 17 時
　■場　　所　　郷土資料館　特別展示室
　■料　　金　　無料

みんなで
つくろう

問郷土資料館 ５２-３７３７
入選作品には、大鳥圭介と山陽道野磨駅家跡が
描かれています。

　　　　史跡・山
さんようどう

陽道野
や ま の う ま

磨駅家
や

跡
あと

は、上郡町落地に
　　　　あります。駅家とは、古代官道を往来する
役人や使節などが、宿泊や馬の乗継ぎに使った中継
施設です。野磨駅家は奈良･平安時代（８～12世紀）、
西に船坂峠を望む交通の要衝の地に置かれました。
平成14～16年度の発掘調査によって、都と九州の太
宰府を結ぶ山陽道に面し、門や築地塀に囲まれた
瓦
かわらぶき

葺の建物があったことが明らかになりました。全
国的にも貴重な遺跡として、平成18年に駅家跡では
初の国史跡に指定されています。
　古代の山陽道は、現在の県道姫路上郡線のルート
に並行して町内を通っていたと考えられ、神明寺

（願栄寺の周辺）にも、「高
たか

田
たのうま

駅家
や

」という駅家があっ
たと推定されています。

国
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上
郡
町
で
は
、
町
内
に
整
備
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

網
を
利
用
し
、
い
つ
で
も
だ
れ
で
も
手
軽
に
超
高
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
役
場
庁
舎
と
観
光
案
内
所
に
フ
リ
ー

ス
ポ
ッ
ト（
公
衆
無
線
Ｌラ

ン
Ａ
Ｎ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
）を

設
置
し
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
使
え
る
場
所
は
、

「
役
場
の
２
階
・
４
階
ロ
ビ
ー
」「
観
光
案

内
所（
上
郡
駅
前
）」
の
２
ヵ
所
で
す
。
施

設
の
開
館
時
間
中
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も

利
用
で
き
ま
す
。

　
①
接
続
機
器
の
無
線
機
能
を
O
N
に
し
て
、

フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ

ン
ト
「
F
R
E
E
S
P
O
T
」
を
選

択
す
る
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
。

③
メ
ー
ル
認
証
の
画
面
が
表
示
さ
れ
る
の

で
、
手
続
き
を
行
い
パ
ス
ワ
ー
ド
を

取
得
す
る
。

④
W
e
b
上
で
取
得
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
を

入
力
す
る
と
利
用
で
き
ま
す
。

①
施
設
に
備
え
付
け
て
あ
る
「
公
衆
無
線

L
A
N
利
用
規
約
」
を
熟
読
し
て
い

た
だ
き
、
承
認
い
た
だ
け
る
場
合
の

み
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
公
衆
無
線
L
A
N
を
利
用
し
て
、
犯

罪
・
迷
惑
行
為
な
ど
が
あ
っ
た
場
合

は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
停
止
も
し
く

は
退
場
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

③
町
は
、
無
線
L
A
N
の
利
用
に
よ
っ

て
生
じ
た
あ
ら
ゆ
る
損
害
に
つ
い
て
、

一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
施
設
に
備
え
付
け
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課  

広
報
情
報
係

５
２・
１
１
１
１

　

フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
は
、
無
線
L
A
N

（
Wワ
イi
︲
Fファ
イi
）機
能
の
あ
る
通
信
機
器
を

使
っ
て
、
自
由
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
エ
リ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

こ
れ
は
、「
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
協
議
会
」
が

提
唱
す
る
全
国
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
、
設
置

者
が
管
理
・
運
営
を
行
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ま
で
の
接
続
環
境
を
提
供
す
る
も
の
で
、

ほ
と
ん
ど
の
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
無
料
で

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

無
線
L
A
N（
W
i
︲
F
i
）機
能
を
搭

載
し
、
Wウ
ェ
ブ
e
b
ブ
ラ
ウ
ザ
機
能
を
有
す
る

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
携
帯
電

話
）、
電
子
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で
す
。

利
用
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

ど
こ
で
使
え
る
の
？

接
続
方
法
は
？

フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
は
？

接
続
機
器
は
？

皆
さ
ん
の
意
見
を
広
報
に

町
民
参
加
に
よ
る
分
か
り
や
す
く

親
し
ま
れ
る
広
報
を
す
す
め
る

た
め
、「
広
報
か
み
ご
お
り
」「
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
自
主
放
送
番
組
」

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
く
“
広

報
モ
ニ
タ
ー
”
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
20
人
以
内（
応
募
多
数
の
場

合
は
選
考
し
ま
す
）

応
募
資
格

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
以
上
の

方
・
町
の
広
報
活
動
に
関
心
を
持
ち
、
モ

ニ
タ
ー
と
し
て
熱
意
の
あ
る
方

※
公
務
員
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職

者
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

謝
礼
１
，０
０
０
円
～
２
，０
０
０
円

任
期
５
月
上
旬
～
平
成
25
年
３
月
31
日

募
集
期
間
４
月
27
日（
金
）ま
で

応
募
方
法
総
務
課
に
あ
る
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問

総
務
課  

広
報
情
報
係

５
２・
１
１
１
１

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
開
設

=
=

=
=

=
=

=
=

=
=

=
=

=
=

=
=

=
=

=
=

=
=

=
=

=
=
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各コーナー情報を募集中！

　

町
自
主
放
送「
え
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
」で
は
、
住
民
参
加
型
の
番
組
制
作

を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
５
月
、
制
作
番
組「
G
o
G
o
か
み
ご
お

り
」の
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
番
組
は
、
住
民
の
方
に
い
ろ
い
ろ
な
形（
出
演
・
情
報
提
供
な

ど
）で
番
組
制
作
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
ち
の
話
題
や
出
来
事
を
紹
介
す
る「
え
ん
し
ん
ニ
ュ
ー
ス
」、
イ

ベ
ン
ト
情
報
や
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
行
う「
エ
イ
ト
ち
ゃ
ん
の
耳
よ

り
情
報
」、
お
子
さ
ん
や
ペ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介
す
る「
我
が
家
の
ア
イ
ド

ル
」と
い
っ
た
各
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
充
実
し
た
番
組
内
容
に
す
る
た
め
に
も
、
町
で
は
皆

さ
ん
か
ら
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

時間帯 分 番組名 留意事項

6 時～
9 時～

12 時～
15 時～

18 時～
21 時～
0 時～
3 時～

00 サイエンスチャンネル

○毎月１日と 16 日に、新しい
内容に更新します。

○議会期間中は、放送スケジュ
ールに関係なく議会中継を放
送します。

○特別番組などがある場合は、
放送スケジュールを一部変更
することがあります。

15 企画番組（こんにちは県警です  など）
30 企画番組
35 文字放送
55 天気予報

7 時～
10 時～
13 時～
16 時～

19 時～
22 時～
1 時～
4 時～

00 GoGo かみごおり
30 企画番組（観光  など）
35 文字放送
55 天気予報

8 時～
11 時～
14 時～
17 時～

20 時～
23 時～
2 時～
5 時～

00 広告番組
10 企画番組（WINK 制作番組  など）
40 企画番組（歴史  など）
45 文字放送
55 天気予報

※ EPG とは…テレビ画面などに番組表を表示するシステムのことです。

　５月１日の更新から、えんしんネットの放送スケジュールを変更し
ます。これまでは、奇数時間と偶数時間の２時間編成でスケジュール
を構成していましたが、５月からは下記表のとおり３時間編成でお送
りします。番組表は自宅のテレビ画面（EPG ※）や町ホームページで確
認することができます。

番組放送
スケジュール

「エイトちゃんの耳より情報」
内　容　地域で行われるイベント情報や催し物の案内

など、視聴者にとって耳よりな情報。
提出物　放映依頼書
※ただし、次の事項に該当する場合は放送できません。
　□ 宗教・政治・営利に関するもの
　□ 公序良俗に反するもの
　□ 特定の個人や団体、特定の地域の方のみを対象と
　　 するもの

「我が家のアイドル」
対　象　お子さんやお孫さん、またはペットなど家族

にとって大切な方（アイドル）
提出物　放映申込書、写真８枚

　各依頼書は、総務課に設置しています。また、町ホー
ムページからダウンロードできます。
　なお、「GoGo かみごおり」はホームページでも閲覧
することができます。

問 総務課 広報情報係 ５２－１１１１
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保健
だより

Health Information 保健センター 5 2 − 2 1 8 8

更新手続きを忘れずに！ あなたの思いを赤十字に
　８月以降も引き続き小児慢性特定疾患医療受給者証
の交付を希望される方は、更新手続きをお願いします。
■受付期間　５月１日（火）～６月29日（金）
	 ※土、日、祝日を除く。
■受付場所　赤穂健康福祉事務所
■必要書類　対象者には申請書類を郵送しますが、５
月上旬までに届かない場合はお問い合わせください。

　日本赤十字社では、地震や台風などで被災された
方々への救護活動をはじめ、医療、献血など幅広い
分野で活動しています。これらの活動は、皆さんから
お寄せいただく寄付金などやボランティアの協力によっ
て支えられています。
　赤十字運動へ一層のご理解をいただき、活動資金
へのご支援をお願いします。

赤穂健康福祉事務所 43− 2938 日本赤十字社兵庫県支部 078−241−8921

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

保
健
セ
ン
タ
ー
事
業
の
紹
介

　
リ
ハ
ビ
リ
教
室　

　

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
リ
ハ
ビ

リ
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
希
望
者

に
は
、
事
前
に
保
健
師
が
自
宅
を
訪
問

し
、
教
室
の
説
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
町
内
に
住
所
の
あ
る
40
歳
～

64
歳
ま
で
の
方
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
な
方
（
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
な
方
を
除
く
）

※
半
年
を
目
途
に
、
継
続
ま
た
は
終
了

を
検
討
し
ま
す
。

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー（
自
宅
か
ら
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
の
送
迎
が
あ
り
ま
す
）

日
時
毎
週
木
曜
日
９
時
30
分
～
11
時

30
分
（
身
体
の
状
態
に
応
じ
て
週
２

回
）

内
容（
一
部
）

・
集
団
体
操　

歩
行
、
移
動
、
日
常
生

活
動
作
な
ど
の
訓
練

・
作
業
療
法
（
手
芸
・
絵
手
紙
・
陶

芸
・
ぬ
り
え
な
ど
）

・
季
節
行
事
（
花
見
会
・
七
夕
会
・
ク

リ
ス
マ
ス
会
な
ど
）

　
失
語
症
教
室
（
う
ぐ
い
す
会
）

　

病
気
な
ど
が
原
因
で
、
言
葉
が
ス

ム
ー
ズ
に
話
せ
な
い
方
や
話
し
に
く
さ

が
あ
る
方
を
対
象
に
、
言
語
聴
覚
士
に

よ
る
訓
練
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
合

唱
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

楽
し
く
訓
練
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
毎
月
第
４
木
曜
日

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
難
病
教
室
（
つ
く
し
の
会
）

　　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
神
経
難
病
の

方
を
対
象
に
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
個

別
相
談
や
自
宅
で
で
き
る
訓
練
の
紹
介

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
同
士

が
交
流
す
る
時
間
も
あ
り
ま
す
。

日
時
偶
数
月
第
２
木
曜
日　

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
歯
科
訪
問
指
導

対
象
者
寝
た
き
り
の
高
齢
者
、
身
体
障

が
い
の
あ
る
方
な
ど
歯
科
医
院
に
行
く

こ
と
が
極
め
て
困
難
な
方

場
所
自
宅
に
伺
い
ま
す

日
時
歯
科
衛
生
士
と
対
象
者
の
日
程

を
合
わ
せ
て
調
整　
　
　
　
　
　

内
容
歯
科
相
談
、
口
腔
状
態
の
確
認
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
な
ど

　
訪
問
歯
科
診
療

対
象
者
寝
た
き
り
の
高
齢
者
、
身
体
障

が
い
の
あ
る
方
な
ど
歯
科
医
院
に
行
く

こ
と
が
極
め
て
困
難
な
方

内
容
自
宅
で
歯
科
医
師
に
よ
る
治
療

（
有
料
）。
病
気
ま
た
は
障
が
い
の
程
度

に
よ
り
、
在
宅
で
治
療
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
治
療
は
、
数
回
に
分
け

て
行
う
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

申
込
方
法
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
方
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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日本脳炎予防接種は、3歳～4歳が標準的な接種年齢となっています。
3歳になったら忘れずに受けましょう。

　1日のスタートは朝食から　

■積極的に予防接種を受ける対象者
①３歳〜４歳（第１期）
②平成15年４月２日～平成17年４月１日に生ま
れた方（小学２年生・小学３年生）で、第１期
接種が不足している方。母子手帳を確認してく
ださい
※第２期接種は、第１期接種を終了した９歳以
上の方が対象となります。積極的勧奨は行っ
ていませんが、保護者が希望すれば接種は可
能です。
　平成23年５月20日より、日本脳炎の予防接種
時期が緩和されました。案内がない場合でも、
平成７年６月１日～平成19年４月１日生まれ
で、１期・２期の接種が終わっていない方は、20
歳未満までの間、定期予防接種として接種でき
ます。

■接種回数・接種間隔
　日本脳炎予防接種を初めて受ける方は、６日
〜28日の間隔をおいて初回接種（２回）を行
い、終了後おおむね１年で追加接種（１回）を
行います。
※平成17年５月の中止に伴い初回接種、追加接
種が途中になっている方は、接種間隔が異な
りますので、接種医にご相談ください。

■持参物
 ・母子健康手帳　
※母子健康手帳がない方は、接種前に保健セン
ターへお越しください。

  ・日本脳炎予防接種問診票（保健センター・医療
機関にもあります）

　 保健センター 5 2 − 2 1 8 8

Ｑ.なぜ朝ごはんを食べるの？
　脳は、睡眠中もエネルギーを使っていま
す。朝ごはんは、脳にエネルギーを補給して
脳を動かす大切な役割をします。また、朝ご
はんでエネルギーが補われると体温が上が
り、朝から元気に体が動き、仕事や勉強に集
中できます。

Ｑ.朝ごはんをおいしく食べるためには？
　早寝、早起きが大切です。睡眠中には、メ
ラトニンというホルモンが分泌されます。メ
ラトニンは、朝の光を浴びると体のリズムを
整える働きをするので、睡眠をしっかりとり
ましょう。そして、早起きをして朝の光を浴
びましょう。

Ｑバランスの良い朝ごはんとは？
　パンやおにぎりなどの主食だけでなく、主
菜、副菜も食べましょう。
　主食に多く含まれる炭水化物の糖質は、脳
のエネルギーになります。主菜のタンパク質
は体温を上げ、魚などの必須脂肪酸は脳の血
流を良くします。副菜の野菜や海草に含まれ
るビタミンやミネラルは、炭水化物やタンパ
ク質の消化吸収を高めます。
　主食・主菜・副菜をバランス良く食べられ
る和食が理想です。朝食を食べる習慣がない
人は、手軽なおにぎり・バナナを食べたり、
牛乳を飲んだりすることから始めましょう。

　４月は新学期、新年度と多くの人にとって新生活の始まりの時期です。従来の生活から変わ
る事もありますが、朝ごはんを食べて1日の生活リズムを整え、毎日を元気に過ごしましょう。

日本脳炎予防接種のご案内

だより

平成
24年度
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↓「いきいき脳の元気教室」の様子

認
知
症
の
方
や
、
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
た
め
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

早
期
受
診
の
メ
リ
ッ
ト

○
「
認
知
症
か
な
？
」
と
思
い
検
査
を

受
け
る
と
、
別
の
病
気
が
発
見
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
病
気
に

応
じ
た
治
療
が
で
き
ま
す
。

○
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
も
、
早
期
に

治
療
を
始
め
れ
ば
、
進
行
を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
認
知
症
の
状
態
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

症
状
へ
の
対
応
を
工
夫
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
介
護
の
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
発
症
率
が
高
く
な
り
、
誰
も

が
認
知
症
に
直
面
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
は
脳
の
病
気

で
す
。
が
ん
や
生
活
習
慣
病
と
同
じ
よ
う
に
早
期
発
見
、
早
期
治
療

が
大
切
で
す
。

　
「
認
知
症
は
治
ら
な
い
か
ら
」「
う
ち

の
親
に
限
っ
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
」

な
ど
と
考
え
た
り
せ
ず
、「
物
忘
れ
が
目

立
っ
て
き
た
」「
今
ま
で
出
来
て
い
た
こ

と
が
う
ま
く
出
来
な
く
な
っ
て
き
た
」

な
ど
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
早
め
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
か
か
り
つ
け
の
医

師
か
ら
専
門
医
を
紹
介
し
て
も
ら
う
と

良
い
で
し
ょ
う
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
心
配
事
や
分
か

ら
な
い
こ
と
は
１
人
で
悩
ま
ず
、
些
細

な
事
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
室
や
相
談

会
を
開
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

「
い
き
い
き
脳
の
元
気
教
室
」

参
加
者
募
集

　

認
知
症
予
防
の
た
め
「
い
き
い
き
脳

の
元
気
教
室
」
を
町
内
３
ヵ
所
で
実
施

し
、
読
み
書
き
や
計
算
の
学
習
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
会
話
や
、
地

域
の
人
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
楽
し
く

学
習
で
き
ま
す
。

　

声
に
出
し
て
本
を
読
ん
だ
り
、
簡
単

な
計
算
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
脳
の

活
性
化
に
つ
な
が
り
、
認
知
症
の
予
防

に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

実
施
期
間

■
上
郡
公
民
館　

５
月
９
日
～
９
月
26

日
（
毎
週
水
曜
日
）

■
高
田
公
民
館　

５
月
11
日
～
９
月
28

日
（
毎
週
金
曜
日
）

■
船
坂
公
民
館　

５
月
８
日
～
９
月
25

日
（
毎
週
火
曜
日
）

時
間
９
時
30
分
～
11
時

費
用
１
ヵ
月
あ
た
り
１
，
２
０
０
円

対
象
者
65
歳
以
上
の
方

定
員
各
教
室
30
人
ま
で

申
込
期
間
４
月
26
日
（
木
）
ま
で

物
忘
れ
相
談
の
ご
案
内

　

物
忘
れ
の
気
に
な
る
方
、
認
知
症
の

症
状
で
お
困
り
の
方
の
た
め
の
予
約
制

個
別
相
談
で
す
。
４
月
27
日
（
金
）
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
５
月
11
日
（
金
）
13
時
～
17
時

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

担
当
医
魚
橋
病
院 

三
木
昇
司　

医
師 

問

健
康
福
祉
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　
　

  

５
２・
１
１
１
４
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　上郡駅前交差点に左折専用車線が新しくできました。上郡駅前交差点では、今まで上郡駅から上郡橋
に向かい一車線のみで、直進、左折、斜め左折、そして右折していました。しかし、左折専用車線が
できたことにより、左折・斜め左折の方は、この左側車線を通行してください。直進と右折をする方は、
右側車線を通行してください。通行の際はご注意願います。 建設課 工務係 ５２−１１１７

　

播
磨
科
学
公
園
都
市
の
春
の
恒
例

イ
ベ
ン
ト
「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア

２
０
１
２
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
年
は
、
新
た
に
西
播
磨
地
域

の
ご
当
地
麺
料
理
を
集
め
た
「
イ
ケ

麺
グ
ラ
ン
プ
リ
ｉ
ｎ
西
播
磨
」
も
開

催
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
連
れ
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

西
播
磨
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
祭
２
０
１
２

日
時
４
月
29
日
（
日
）
10
時
～
15
時

場
所
光
都
プ
ラ
ザ
前
芝
生
広
場

◇ 

第
11
回
「
出
る
杭
大
会
」

　

地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
取
り
組

ん
で
い
る
団
体
な
ど
が
、
日
ご
ろ

の
活
動
を
発
表
し
ま
す
。

◇ 

西
播
磨
ふ
る
さ
と
バ
ザ
ー
ル

　

西
播
磨
の
ご
当
地
グ
ル
メ
の｢

う

ま
い
も
の
市｣

の
ほ
か｢

シ
カ
肉

コ
ー
ナ
ー｣

、
野
菜
や
特
産
品
な
ど

の
展
示
即
売
を
実
施
。
西
播
磨
地

域
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
大
集
合
。

イ
ケ
麺
グ
ラ
ン
プ
リ
ｉ
ｎ
西
播
磨

日
時
４
月
29
日
（
日
）
10
時
～
15
時

場
所
光
都
プ
ラ
ザ
前
芝
生
広
場

　

地
域
の
食
材
を
利
用
し
た
ご
当
地

麺
料
理
が
大
集
合
。
麺
料
理
を
購
入

し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

問
西
播
磨
県
民
局　
地
域
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　

       

５
８・
２
３
６
５

Ｓス

プ

リ

ン

グ

エ

イ

ト

Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ-

８　

施
設
公
開

日
時
４
月
30
日
（
月
・
祝
）
９
時
30
分

〜
16
時
30
分
（
受
付
15
時
30
分
ま
で
）

　

３
月
か
ら
本
格
稼
働
の
Ｓサ

ク

ラ

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ

を
始
め
、
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ-

８
や

ニ
ュ
ー
ス
バ
ル
な
ど
の
施
設
を
公
開

し
ま
す
。
見
学
は
、
臨
時
駐
車
場
に

駐
車
し
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問(

財)

高
輝
度
光
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

広
報
室　
　
　
　

    

５
８・
２
７
８
５

光
都
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア

期
間
4
月
27
日
（
金
）
ま
で

場
所
光
都
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園

　

約
４
２
，
０
０
０
本
の
色
と
り
ど

り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
誇
り
ま

す
。

問
播
磨
高
原
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　

       

５
８・
０
５
７
５

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア

　
　
　
　

 

２
０
１
２

至上郡駅 至上郡駅

至船坂 至船坂

左折車線が
新しく出来ます

至大持 至大持

至上郡橋 至上郡橋

ＪＡ兵庫西N ＪＡ兵庫西

駅
前
屯
所

駅
前
屯
所

至高田 至高田

変更前 変更後

通行に

ご注意
ください 上郡駅前線が新しくなりました
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KAMIGORI INFORMATION & NEWS
まちのお知らせと情報
インフォメーション＆ニュース

ニュー
ス

お知ら
せ

お知ら
せ

お知ら
せ

平成23年度 優良自主防災組織

るるぶ 備前・赤穂・上郡

人権擁護委員の再任

上郡分署が上郡消防署へ

赤松自治会が
知事表彰を受賞

３市町の観光スポット
を紹介します

地域に人権の花を
咲かせよう

より迅速に地域の
安全を守るために

↓
表
彰
を
受
け
る
野
村
正
紀

自
治
会
長

↓
３
市
町
の
オ
ス
ス
メ

　
ス
ポ
ッ
ト
が
一
目
瞭
然

↓
更
新
さ
れ
た
消
防
車

赤松自治会が「平成 23 年度 優良自主
防災組織知事表彰」を受賞しました。

赤松自治会は、平成 20 年４月に自衛消防
隊を組織して自主防災活動の本格的な取り
組みを開始。避難訓練や水防、消火訓練な
ど毎年４回の訓練を実施するとともに、資
器材の点検整備、自治会員へのヘルメット
貸与、自治会公民館への食糧備蓄など、独
自の取り組みが地域防災力の向上に貢献し
ているとして評価されました。

この度、備前市、赤穂市、上郡町の３
市町で推進している「定住自立圏」

の観光振興推進事業として、観光情報誌「る
るぶ」が完成しました。
　観光案内所や公共施設、紹介店舗などに
設置するとともに旅行会社に配布して、圏域
外からの観光客誘致に活用します。圏域の観
光にもご利用ください。
　上郡町の記事では、「円心モロどん」が詳し
く紹介されているので、ぜひ、ご覧ください。

人権擁護委員は、市町村で人権擁護活
動を行う法務大臣から委嘱された民

間の人たちです。上郡町では５人が人権相
談、人権啓発活動などを行っています。次
の人権相談会は、５月７日（月）に役場
402会議室で13時から開かれます。この度、
擁護委員のうち 1人が再任されましたので
お知らせします。

４月１日より赤穂市消防署上郡分署が
昇格し、『上郡消防署』になりました。

消防署になり消防署長が着任した事で、署
長にさまざまな権限が与えられ、災害時な
どには判断や活動を迅速に行うことができ
ます。
　また、消防署の消防ポンプ自動車が３月
上旬に新型車両に更新されました。町民の
安全・安心なくらしを災害などから守るた
めに、さらに大きく貢献していきます。

総務課 総務防災係 ５２−１１１１

産業振興課 商工観光係 ５２−１１１６

総務課 総務防災係 ５２−１１１１

上郡消防署 ５２−５１１９

■人権擁護委員
野村道子さん（大枝）
■任期
４月１日〜３年間
（２期目）
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高齢者大学の閉講式

地域若者サポートステーション

地域公共交通合同研修会を実施

有料広告を募集しています

学ぶことは人生を
楽しむことです

仕事についての
個別相談を実施

高齢社会に向けた
公共交通と地域づくり

会社やお店のＰＲを
行いませんか?

↓
三
木
教
育
長
か
ら
修
了

証
書
が
贈
ら
れ
ま
し
た

↓
公
共
交
通
の
活
用
方
法
な

ど
を
話
す
谷
本
教
授

３月10日、生涯学習支援センターで高
齢者大学の閉講式（修了式）が行わ

れました。学園生 280 人の前で、修了生９
人に修了証が授与されました。また、特別
皆勤賞表彰も行われました。
　午後には、アトラクションが行われ、各クラ
ブの日ごろの練習成果を発表しあい、充実し
た一日となりました。
　平成 24 年度の高齢者大学開講式は５月10
日（木）10 時より生涯学習支援センターで行
います。

5月から毎月第３火曜日に「ひ
めじ若者サポート
ステーション」の
相談員が、上郡町
で出張個別相談を
行います。
　「息子がなかな
か外に出て行かな
い」「娘が働こうとしない」とお悩みの方
や、「働くにもどうしたらいいかわからな
い」という 15 歳～おおむね 39 歳までの方
が対象です。相談には予約が必要です。
日時５月15日（火）
①13時30分②14時30分③15時30分（３回）
場所つばき会館２階　カウンセリングルーム

３月16 日、「高齢社会に向けた公共交
通と地域づくり」というテーマで研

修会が行われ、連合自治会役員や公共交通
利用促進委員ら約 40 人が参加しました。
　この研修会では、町の公共交通アドバイ
ザーである鳥取大学の谷本圭志教授が、公
共交通を活用した包括的な生活支援、地域
づくりの必要性を講話。参加者はメモをと
るなどして、今後の公共交通の在り方を確
認していました。

町が制作する広報媒体に「有料広告」
を募集しています。さまざまな人の

目に留まるスペースを活用し、会社やお店
のＰＲを行いませんか？現在、広報かみご
おり、ホームページ、えんしんネットの有
料広告を募集しています。

＜広報かみごおりに掲載する場合＞
■場所　本紙 32 ページ「エイトちゃんの
情報ステーション」の下段など

■広告サイズ・料金
　①縦 58 ミリ×横 176 ミリ	 15,000 円／回
　②縦 58 ミリ×横 88 ミリ	 10,000 円／回
※掲載料は、６回掲載で１回の掲載料が
20％引き、12 回掲載で 25％引きになり
ます。

生涯学習支援センター ５２−１１２５

産業振興課 商工観光係 ５２−１１１６

企画財政課 企画政策係 ５２−１１１２

総務課 広報情報係 ５２−１１１１
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　生活交通のほとんどを自家用車で賄うことができる現代社会にあって、これからの超高齢社会の波
にどう対応していくのか、真剣に向き合わなければなりません。近い将来、地域公共交通がいっそう
必要とされる時代が訪れると考えられています。
　本町の高齢化率は、28. ３％（平成 22 年国勢調査）で、10 年後の平成 32 年には、37％台に到達する
と予想されています。こうした状況のなか、地域公共交通を充実させていくためには、町民の皆さん
の理解と応援が欠かせません。今まで、地域の公共交通は民間の交通事業者が中心となり支えてきま
したが、自治体・住民が積極的に地域公共交通のあり方について検討する時代を迎えています。

　町では、住民の利
便性向上や生活にお
ける移動手段の確保
を目的に、昨年８月
から事前予約型乗合
タクシー（愛称：ほ

ほえみタクシー）の運行実験を開始、さらに２月
27 日から、ワゴン車を活用したコミュニティバ
ス（愛称：愛のり号）が運行実験を開始しました。
この実験は、運行期間を設け、事業採算性の検
証などを行い、事業効果を評価したうえで、本
格運行に移行するためのものです。
　今回の運行実験を契機に、住民参加のもとに、
その地域に合った公共交通を「上手」に利用する
方法を考えるとともに、より多くの方がこれか
らの「地域公共交通」について考えていただけれ
ばと思います。
　町民一人ひとりが公共交通を意識した生活を
送ることで、よりよい上郡町の交通体系を維持・
構築することができ、未来に受け継いでいける
のです。
　地域にとって本当に必要な公共交通とは何か、
乗って残す、乗って活かす、地域で育てる公共
交通にしましょう。　
● なぜ公共交通が必要なの？
　公共交通は、誰もが利用できる安全な交通手
段です。公共交通を確保することが、多くの方
の社会参加を促し、活力ある社会の実現、魅力
的なまちづくり、つまり、地域の活性化につな
がります。
　通勤・通学の方や高齢者などの日常生活に不
可欠な移動手段である公共交通をみんなで守り
ましょう。

● ほほえみタクシー、愛のり号、路線バス、鉄道
　 をまずは利用することから
　地域の移動手段である公共交通を守り、より
便利にするには、地元住民である私たちが、「公
共交通機関を意識して利用する」ことが重要です。
● 私たちの健康のために
　駅やバス停への移動、電車の乗り換えなどで
歩く機会が増え、カロリーを消費することで健
康増進につながります。
● 環境にやさしい
　公共交通は、自家用車に比べ二酸化炭素の排
出量を抑えられます。駅前に整備されている駐
車場に車を止め、鉄道を利用することも二酸化
炭素の削減につながるでしょう。
● ほほえみタクシー、愛のり号に対する意見を
　実証運行中のほほえみタクシー、愛のり号の
運行改善を行うために、役場、または各地区の
乗合タクシー利用促進委員、コミュニティバス
利用促進委員に、意見をお寄せください。
　地域の皆さんの意見などをお聞きし、上郡町
公共交通対策協議会などで検討し、改善が可能
なものは運行に反映します。
　意見などは、次の方法でお寄せください。

【方　法】手紙、電話、ＦＡＸ、Ｅメール
【あて先】
　上郡町公共交通対策協議会
　（事務局：企画財政課　企画政策係）
　〒 678 － 1292　赤穂郡上郡町大持 278 番地
　☎ 52 － 1112（内線 324）FAX 52 － 5172
　E メール　kikaku@town.kamigori.hyogo.jp

普段の移動手段について、考えてみませんか？

乗って残す、乗って活かす公共交通
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ツ
あ
ゆ
み

建
物
構
造 

Ｒ
Ｃ
造
４
階
建

所
在
地 

上
郡
町
竹
万
２
３
３
０
番

①
Ａ
棟　

３
０
９
号〔
２
Ｌ
Ｄ
K
〕

　

家
賃
月
額　

２
０
，
４
０
０
円

　
　
　
　
　
　

～
３
０
，
４
０
０
円

　

入
居
可
能
人
数　

２
人
以
上

②
Ｂ
棟　

２
０
５
号〔
２
Ｄ
K
〕

　

家
賃
月
額　

１
７
，
８
０
０
円

　
　
　
　
　
　

～
２
６
，
５
０
０
円

　

入
居
可
能
人
数　

１
人
以
上

③
Ｂ
棟　

２
０
７
号〔
１
Ｄ
K
〕

　

家
賃
月
額　

１
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

～
２
２
，
３
０
０
円

　

入
居
可
能
人
数　

１
人
以
上

■
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

町
営
住
宅
ハ
イ
ツ
カ
メ
リ
ア

建
物
構
造  

Ｒ
Ｃ
造
８
階
建

所
在
地  

上
郡
町
山
野
里
２
３
６
４
番
１

①
６
０
２
号
・
８
０
３
号〔
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
〕

　

家
賃
月
額　

５
８
，
０
０
０
円

　

入
居
可
能
人
数　

２
人
以
上

②
６
０
１
号〔
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
〕

　

家
賃
月
額　

６
２
，
０
０
０
円

　

入
居
可
能
人
数　

２
人
以
上

入
居
許
可
日  

５
月
25
日（
金
）

申
込
期
間  

４
月
23
日（
月
）
～
５
月

９
日（
水
）※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

住
宅
見
学
日  

４
月
23
日（
月
）

８
時
30
分
～
11
時
30
分（
役
場
へ
必
ず

来
庁
し
て
く
だ
さ
い
）

抽
選
日  

５
月
14
日（
月
）

申
込
書
類  

①
申
込
書（
建
設
課
で
配

付
）②
住
民
票（
謄
本
）③
所
得
証
明
書

な
ど（
18
歳
以
上
の
方
全
員
）④
納
税
証

明
書
な
ど（
様
式
は
建
設
課
で
配
付
）

問

建
設
課 

総
務
係

５
２・
１
１
１
７

　

毎
年
５
月
５
日
〜
11
日
は
、
児
童
福

祉
週
間
で
す
。
国
、
地
方
公
共
団
体
、

児
童
福
祉
施
設
な
ど
社
会
全
体
が
一
体

と
な
り
、
各
種
啓
発
事
業
や
行
事
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
児
童
福
祉
の
理
念

を
よ
り
広
く
知
ら
せ
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
い
ろ
い
ろ
な
問
題
へ
の
社
会
の
関

心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
平
成
24
年
度 

児
童
福
祉
週
間
標
語

　

最
優
秀
作
品

　
『
ニコニコ
は「
な
か
よ
く
し
よ
う
」の
あ    

　

い
ず
だ
よ
』

（
堀
山
喜
史
さ
ん 

７
歳 

埼
玉
県
）

問
健
康
福
祉
課 

福
祉
係

５
２・
１
１
１
４

総合治水条例の施行
　近年多発する台風や局地的大雨などによる浸水被害を防ぐため、4月 1
日から県の「総合治水条例」が施行されました。
　条例では、「ながす」「ためる」「そなえる」の対策を組み合わせ、県民の
皆さんと一緒に「総合治水」を進めることとしています。詳しくは県のホー
ムページをご覧ください。

兵庫県土整備部 土木局 総合治水課 ０７８−３６２−９２６５
http://web.pref.hyogo.lg.jp/ks13/sougouchisui-jyorei.html

児
童
福
祉
週
間
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五
木
寛
之

渡
辺
淳
一

玄
侑
宗
久

真
並
恭
介

小
島 

修

笹
本
稜
平

内
田
康
夫

柚
月
裕
子

今
野 

敏

農
文
協

朝
日
新
聞
出
版

農
文
協

渡
辺
ゆ
き

Ｓ
・
ク
ッ
ク

江
口
文
陽

池
田
義
雄

門
倉
貴
史

中
尾
佐
助

成
美
堂
出
版

下
山
の
思
想

事
実
婚 

新
し
い
愛
の
形

無
常
と
い
う
力

セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
の
子
守
歌

老
人
ク
ラ
ブ
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
で
歌
う

所
轄
魂

死
者
の
木
霊

検
事
の
本
懐

防
波
堤

石
灰
で
防
ぐ 

病
気
と
害
虫

い
い
歯
科 

イ
ン
プ
ラ
ン
ト

治
療
医
を
選
ぶ
！

手
づ
く
り
の
た
れ・ソ
ー
ス・

調
味
料

4
歳
か
ら
の
キ
ッ
チ
ン

原
子
力

そ
の
隠
蔽
さ
れ
た
真
実

エ
ノ
キ
ダ
イ
エ
ッ
ト

タ
ニ
タ
式 

カ
ラ
ダ
の
ひ
み
つ

日
本
人
が
知
ら
な
い

「
怖
い
ビ
ジ
ネ
ス
」

秘
境
ブ
ー
タ
ン

愛
犬・ペ
ッ
ト
と
泊
ま
れ
る
宿

7
0
0 図

書
案
内

新着花
の
旅

　関
東・関
西

ウ
ェ
ス
ト
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

朝
の
霧

 

山
本
一
力

ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト・ゲ
ー
ム

 池
井
戸 

潤

名
の
な
い
シ
シ
ャ
 

山
田
悠
介

炎
路
を
行
く
者

　守
り
人
作
品
集

 

上
橋
菜
穂
子

独
断
的
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
す
す
め

久
徳
茂
雄

あ
な
た
に 

あ
り
が
と
う

 
柴
田
ト
ヨ

コ
ン
ビ
ニ
だ
け
が
、な
ぜ
強
い
？

 

吉
岡
秀
子

あ
か
ち
ゃ
ん
と 

い
っ
し
ょ
ご
は
ん

 

平
野
レ
ミ

わ
た
し
の
手
づ
く
り
保
存
食
百
科

 

Ｌ
・
ブ
ラ
ウ
ン

ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
の
本

 日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
入
門

 松
尾
達
也

成
功
す
る「
生
ご
み
資
源
化
」
 中村 

修

女
の
一
生
の「
性
」の
教
科
書

 河
野
美
香

ナ
チ
を
欺
い
た
死
体

Ｂ
・
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ア
ー

奇
跡
の
む
ら
の
物
語

　1
0
0
0
人

の
子
ど
も
が
限
界
集
落
を
救
う

 
辻 

英
之

人
生
を
狂
わ
せ
ず
に
親
の「
老
い
」と

つ
き
合
う

 

和
田
秀
樹

介
護
の
禁
句・介
護
の
名
句

 星野
政
明

職
業
ガ
イ
ド
ナ
ビ

 

ヴ
ィ
ッ
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
企
画
室

20
代
仕
事
に
躓
い
た
時
に
読
む
本

 

千
田
琢
哉

図
書
案
内

新着

春の関西１デイパスが
発売中です！

JR上郡駅利用促進協議会
よりお知らせ

■
憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談
所

　

５
月
１
日（
火
）
～
７
日（
月
）は
、

憲
法
週
間
で
す
。
神
戸
地
方
法
務
局
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
が
、「
困
り
事
・

悩
み
事
」、
子
ど
も
・
女
性
・
高
齢
者

な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時  

５
月
７
日（
月
）13
時
～
16
時

場
所  

役
場
４
０
２
会
議
室

■
人
権
研
修
会
へ
の
講
師
派
遣

　

企
業
や
自
治
体
な
ど
が
行
う
人
権
擁

護
に
関
す
る
研
修
に
、
無
料
で
講
師
を

派
遣
し
ま
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
場
合

は
、
希
望
日
の
１
ヵ
月
前
ま
で
に
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

派
遣
日  

月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
を

除
く
）８
時
30
分
～
17
時
15
分

研
修
テ
ー
マ  

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
パ
ワ
ー
・ハラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

問

神
戸
地
方
法
務
局 

龍
野
支
局

０
７
９
１・
６
３・
３
２
２
１

　
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
あ
い
お
い
」よ
り
相
談

員
を
招
い
て
、雇
用
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時 

４
月
18
日
、
５
月
16
日（
水
曜
日

開
催
）13
時
30
分
～
16
時

場
所  

役
場
第
２
庁
舎 

２
階
小
会
議
室

内
容 

就
職
に
係
る
情
報
提
供
・
紹
介

な
ど

定
員  

５
人

※
相
談
に
は
必
ず
予
約
が
必
要
で
す
。

問

産
業
振
興
課 

商
工
観
光
係

５
２・
１
１
１
６

　

４
月
１
日
よ
り
図
書
貸
出
券
が
、
変

わ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
貸
出
券
は
、

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
お
手
数
で
す
が
、

貸
出
券
の
書
き
換
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
民
図
書
室

５
２・
１
１
２
５

　

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
な
ど
野
生
動
物
に

よ
る
農
林
業
被
害
の
低
減
を
図
る
た

め
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
山
の
際
は
、
な
る
べ
く
目
立
つ
服
装

を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
事
故
防
止
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
区
域  

町
内
一
円

実
施
期
間  

７
月
14
日（
土
）ま
で

問
産
業
振
興
課 

農
林
振
興
係５

２・
１
１
１
６

試
験
日 

６
月
17
日（
日
）

試
験
種
類 

甲
種
・
乙
種
第
１
類
か
ら

第
６
類
・
丙
種

申
込
期
間

■
書
面
申
請　

４
月
24
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
５
月
８
日（
火
）

■
電
子
申
請　

４
月
21
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
５
月
５
日（
土
）

　

詳
し
く
は
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。（http://w

w
w
.shoubo-

shiken.or.jp

） 

問
上
郡
消
防
署　
　

  

５
２・５
１
１
９

平
成
24
年
度   

危
険
物
取
扱
者
試
験

神
戸
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
移
動
雇
用
相
談

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
実
施

ＪＲ自由周遊区間内の普
通列車（新快速・快速含む）
が 1 日乗り放題。ＪＲ上
郡駅で購入できます。

■利用期間 
　６月３日㈰まで
■料金　大人　 2,900 円
　　　　子ども 1,500 円
■有効期間　
　利用当日限り有効

JR上郡駅利用促進協議
会事務局（産業振興課 商工
観光係） ５２−１１１６
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第
34
回
兵
庫
県
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会   

２
月
18
日
・
19
日

第
38
回
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
新
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

水
泳
競
技
大
会　
　
　
　
　
　

  　

１
月
８
日

⑤
中
野
彩
花
・
中
野
舞
ペ
ア

【
団
体
】③
中
野
彩
花
・
中
野
舞
ペ
ア
、

本
城
琴
都
・
藤
井
瑞
紀
ペ
ア
、
上
通
ひ

な
た
・
長
濵
唯
ペ
ア

〔
10
歳
以
下
＝
Ａ
、
11
～
12
歳
＝
Ｂ
、
13

～
14
歳
＝
Ｃ
〕

【
男
子
個
人
】▼
50
Ｍ
ク
ロ
ー
ル
Ｂ
②
森

田
幸
佑
▼
50
Ｍ
背
泳
ぎ
Ｃ
③
前
田
拓
真

▼
１
０
０
Ｍ
ク
ロ
ー
ル
B
②
森
田
幸
佑

▼
２
０
０
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
Ｃ
③
大
釜
雅

裕
▼
４
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
Ｃ
③
森

中
健
太
郎

【
女
子
個
人
】▼
50
Ｍ
背
泳
ぎ
Ａ
②
森
中

優
花

〔
35
～
39
歳
＝
Ａ
、
45
～
49
歳
＝
Ｂ
、
55

～
59
歳
＝
Ｃ
、
70
～
74
歳
＝
Ｄ
〕

【
男
子
】▼
25
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
Ａ
①
大
浦

啓
文
▼
25
Ｍ
自
由
形
Ｃ
①
溝
口
茂

【
女
子
】▼
25
Ｍ
平
泳
ぎ
Ｂ
①
若
井
満
知

子
▼
50
Ｍ
平
泳
ぎ
Ｂ
①
若
井
満
知
子
▼

25
Ｍ
背
泳
ぎ
Ｄ
②
永
井
勝
代
▼
50
Ｍ
背

泳
ぎ
D
②
永
井
勝
子

【
一
般
】①
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
チ
ー
ム
②
Ａ

ｋ
ａ
ｍ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
チ
ー
ム
③
高
田
台
同

好
会
チ
ー
ム

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
】①
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
チ
ー
ム
②

江
唐
っ
ち
チ
ー
ム
③
姫
チ
ー
ム

①
山
内
チ
ー
ム（
山
内
甲
、
山
内
幸
子
、

立
川
ツ
ヤ
コ
）②
福
本
チ
ー
ム（
福
本
良

市
、
深
澤
良
一
、
仲
田
克
己
）③
木
村

チ
ー
ム（
木
村
幸
雄
、
木
村
公
子
、
三
井

一
義
）④
西
川
チ
ー
ム（
西
川
登
、
岡
本

好
夫
、
岡
本
茂
子
）

【
男
子
】①
木
村
幸
雄
②
丸
尾
雅
明
③
内

山
照
男【
女
子
】①
立
川
ツ
ヤ
コ
②
家
原

保
子
③
田
中
つ
や
子

西日本ジュニアソフトテニス大会で３位入賞
　　　　　　　　　　　　（2/18・19）

ＪＯＣジュニアオリンピックカップで入賞した皆さん
　　　　　　　　　　　　  （2/18・19）

↓
町
長
を
表
敬
訪
問
し
た
長
尾
さ
ん

（
3
月
29
日
）

出場おめでとうございます

「水の事故ゼロ運動」標語で
佳作に選ばれました

■大会　第34回　全国JOCジュニアオリンピック
　　　　カップ春季水泳競技大会
■選手　濱田純（駅東）
■種目　女子50ｍ背泳ぎ・女子400ｍフリーリレー
■期間　３月２７日～３０日
■会場　東京辰巳国際水泳場（東京都）

　ウォーターセーフティーニッポン
（水の事故ゼロ運動推進協議会）が全
国の小学生を対象に公募し、1,605 点
の応募があった「水の事故ゼロ運動」
標語で、山野里小学校４年生の長尾花

はな

咲
さ

さんの作品『台風、増水、「どうなっ
た？」川を見に行く その危険』が佳作
に選ばれました。
　入賞作品は、水の事故防止の啓発ポ
スターなどに使用されます。

第
11
回
小
西
カ
ッ
プ
西
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会　
　
　
　
　

  

２
月
18
日
・
19
日

第
15
回
近
畿
小
学
生
選
抜
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会　
　
　
　
　
　

  

１
月
28
日
・
29
日

第
32
回
中
国
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
競
技
大
会                 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

２
月
26
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日
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413 520
相談・健康・
スポーツ・生活
相談・健康・
スポーツ・生活

5月

1 火

2 水
	家庭児童相談9:00～15:00
	乳幼児予防接種（ポリオ）13:20～
	エイズ・肝炎相談＆若者の心と体の相談（予約制）13:20～

3 木
 森医院 52-0711

	中学校近隣テニス大会（男子）、中学校近隣バスケットボール大会、
　  西播磨少年野球あかふじ米カップ大会9:00～

4 金
 黒田内科クリニック 52-0235

	中学校近隣テニス大会（女子）、中学校近隣バスケットボール大会、
　  西播磨少年野球あかふじ米カップ大会9:00～

5 土  苔縄医院 52-5611
	中学校近隣テニス大会（女子）、西播磨少年野球あかふじ米カップ大会9:00～

6 日
 岡田整形外科 52-5600

	おはなし会10：00～
	天皇賜杯６７回全日本軟式野球上郡支部大会、バスケットボール大会（一般）9:00～

7 月
	子育て相談10:00～
	教育相談（カウンセリング）11:00～17:00
	人権相談13:00～16:00
	こころのケア相談（予約制）13:30～１4:3０

8 火
	すこやか子育て教室（３歳児）10:00～
	乳幼児予防接種（ポリオ）13:20～
	押し花とガラスエッチング教室13：30～
	ヨガ教室Ａルーシーダットン19:30～

9 水 	１歳６ヵ月児健診（H22.9・10・11月生）13:00～

10 木
	教育相談（電話相談）9:00～17:00
	高齢者大学開講式10：00～
	心配ごと（なんでも）相談13:30～15:00

11 金
	栄養相談（予約制）9:30～11:30
	すこやか子育て教室（2歳児）10:00～
	ヨガ教室Ｂルーシーダットン19：30～

12 土 	第９回国際交流学童軟式野球上郡大会9:00～
	みんなの歴史講座10：00～

13 日
 半田産婦人科医院 52-100

	天皇賜杯６７回全日本軟式野球上郡支部大会、第９回国際交流学童軟式野球上郡大会、
　　 ドッヂビー講習会、春季卓球大会9:00～

14 月 	子育て相談10:00～
	教育相談（カウンセリング）11:00～17:00

15 火
	すこやか子育て教室（３歳児）10:00～
	法律相談（予約制）13:20～16:00
	地域若者サポステ個別相談（予約制 52-1116）13:30～

16 水 	心配ごと（なんでも）相談13:30～15:00

17 木
	教育相談（電話相談）9:00～17:00
	すこやか子育て教室（0・1歳児）10:00～
	身体障がい者相談13:00～16:00
	ハーモニカ教室13:00～

18 金 	すこやか子育て教室（2歳児）10:00～
	乳幼児予防接種（ポリオ）13:20～

19 土 	高齢者大学開講日10：00～
	第13回上郡町ミニバスケットボール交歓大会、高野山旗軟式野球大会9:00～

20 日
 三浦医院 52-0045

	おはなし会10：00～
	第13回上郡町ミニバスケットボール交歓大会、第2回ソフトボール同好会大会9:00～

4月

13 金 	栄養相談（予約制）9:30～11:30

14 土 	高野山旗学童軟式野球大会、第11回ミニバスケットスプリングカップ9:00～

15 日  岡田整形外科 52-5600
	第11回ミニバスケットスプリングカップ、第67回全日本軟式野球上郡予選9:00～

16 月 	子育て相談10:00～
	教育相談（カウンセリング）11:00～17:00

17 火 	すこやか子育て教室 開講式10:00～

18 水
	行政相談10:00～12:00
	エイズ・肝炎相談＆若者の心と体の相談（予約制）13:20～
	心配ごと（なんでも）相談13:30～15:00

19 木 	教育相談（電話相談）9:00～17:00
	身体障がい者相談13:00～16:00

20 金
	農地相談9:00～12:00
	すこやか子育て教室（2歳児）10:00～
	農業委員会定例会13:30～

21 土

22 日
 半田産婦人科医院 52-1000

	おはなし会10：00～
	天皇賜杯６７回全日本軟式野球上郡支部大会、

　 春季町民大会9:00～

23 月 	子育て相談10:00～
	教育相談（カウンセリング）11:00～17:00

24 火 	すこやか子育て教室（３歳児）10:00～
	法律相談（予約制）13:20～16:00

25 水 	２歳児歯科健診（H21.9・10・11月生）13:00～

26 木
	教育相談（電話相談）9:00～17:00
	すこやか子育て教室（0・１歳児）10:00～
	心配ごと（なんでも）相談13:30～15:00

27 金 	ゲートボール協会団体長杯9:00～
	すこやか子育て教室（2歳児）10:00～

28 土 	春季町民テニス大会9:00～

29 日
 菅原病院 52-6369

	春季交流バドミントン大会、春季男女バレーボール
　 大会、春季町民ソフトボール大会9:00～

30 月  高田診療所 52-1052

	 役場 52-1111（代表）
	 保健センター 52-2188
	 子育て学習センター 52-1067
	 生涯学習支援センター 52-1125
	 つばき会館 52-1125
	 スポーツセンター 52-4433
	 青少年育成センター 52-5500
	 赤穂健康福祉事務所 43-2321
	 社会福祉協議会 52-2910

	 心配ごと（なんでも）相談 080-1936-1067
� （専用電話当日のみ可）

場所・お問い合わせ

※日程・場所などは、変更になる場合があります。

※当直医の診察時間は9時〜17時。

ポリオ予防接種
免疫を持たない人が増えると、国内でポリオの流行が起こる
危険性があります。不活化ポリオワクチンの導入まで接種を
待たず、現在のポリオワクチンを接種することをお勧めしま
す。
問保健センター ５２-２１８８

障がい者福祉相談
〔訪問相談〕日時は、電話予約で調整
〔面接相談〕月～金曜日（予約制）9時30分～16時
問障害者支援センター“愛あい” 57-2233

くらしの相談掲示板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・くらしの相談掲示板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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平
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 発
行

２歳おめでとう。
元気にのびのび
大きくなあれ！

お父さん（杉本 真慈さん）から一言

わんぱくわんぱく

小さなお子さんの登場をお待ちしています。
ご希望の方は総務課までご連絡ください。

おなまえ

莉 歩ちゃん（2歳）
り　　　ほ 川原

8,180人男性 8,683人女性

●世帯数 6,521世帯（＋11）
●人口 16,863人（－20）

3月末現在 （　）内は前月比・3月届出分
人口のうごき

今
月
の
オ
ス
ス
メ
情
報

編
集
後
記

編
集
後
記

かみごおりっ子かみごおりっ子

編
集
・
発
行

上
郡
町
役
場
広
報
委
員
会

TEL. 52-1111
FAX. 52-5172

※
広
報
か
み
ご
お
り
は
再
生
紙
を

　
使
用
し
て
い
ま
す
。

Eメ
ー
ル
 soum

u@
tow

n.kam
igori.hyogo.jp

U
RL http://w

w
w.tow

n.kam
igori.hyogo.jp/

出生
死亡

9人
20人

転入
転出

83人
92人

町立赤松公民館問 52-４６０５

■バザー販売
圭介そば、赤飯、焼きそば

など

■イベント
圭介ライブ
（「アニメけいすけじゃ」の主題歌披露）
アマゴのつかみ取り
獅子舞・詩吟披露
餅まき　など

■日時５月４日（金・祝）
いきいき交流ふるさと館周辺
（岩木丙 445）

■場所

圭介まつり
10時～14時 ※小雨決行

「いきいき交流ふるさと館」では、圭介に
関する資料展示やふれあい喫茶を行います。

大鳥圭介の生誕地・赤松地区で、ゴールデンウィーク
恒例の「圭介まつり」が開催されます。第4回

オススメ!!

さわやかに歴史と未来の出逢うまち

April
20124No.509

主な内容
P2

平成24年度 施政方針
P5
円心くんのまちの話題
（表紙関連記事：春の訪れを告げる梅園）
P6
平成24年度 上郡町の予算　
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外
に
出
れ
ば
ポ
カ
ポ
カ
と
し
た
日
の

光
に
、
爽
や
か
な
風
。
孟も
う

浩こ
う

然ね
ん
（
中
国
、

盛
唐
の
詩
人
）
が
「
春
し
ゅ
ん

眠み
ん

暁
あ
か
つ
きを
覚
え
ず
」

と
い
っ
た
よ
う
に
、
夜
も
気
候
が
良
い
今

日
こ
の
ご
ろ
。
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
？
春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季

節
。不
安
と
期
待
に
心
を
躍
ら
せ
な
が
ら
、

新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
方
も
多
い
で

し
ょ
う
。

孟
浩
然
で
思
い
出
し
た
の
で
す
が
、

高
校
の
こ
ろ
に
習
っ
た
「
朋と
も
有あ

り
、
遠
方

よ
り
来
た
る
。
亦ま

た
楽
し
か
ら
ず
や
」
と

い
う
論
語
。
訳
は
「
友
人
が
遠
方
か
ら
訪

ね
て
き
て
く
れ
る
。
こ
ん
な
う
れ
し
い
こ

と
は
な
い
」
と
い
う
意
味
で
し
た
。
そ
ん

な
論
語
に
誘
わ
れ
て
、
次
の
休
日
は
、
久

し
ぶ
り
に
遠
く
に
い
る
旧
友
に
会
お
う
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
春
の
陽
気
に
誘
わ

れ
て
、
少
し
足
を
延
ば
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　




